
津
軽
弘
前
議
の
武
芸
川
間

資

料

紹

分

寺
山
家
所
蔵
・
武
芸
関
係
古
文
書
等
間

次

23 

間
関

ま
え
が
き

内
容
の
紹
介

一
一
一
、
常
間
流
樺
〈
樹
〉
附
令
系
山
猿

ー
、
「
骨
岡
田
流
椿
目
録
一
2

内
題
1

詰
問
就
棒
表
之
目
録
L

延
山
五
八
年
ご
六
八

O
)
九
月
十
五
日
、
意
関
半
兵
衛
尉
古
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。

2
、
「
古
田
流
棒
目
録
一
一
L

巻
子
本

内
題
「
嘗
宙
流
持
裏
之
日
銭
」

延
宝
八
年
(
一
六
八

O
)
九
月
十
五
段
、
富
毘
半
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
葡
あ
て
。

3
、

「

嘗

回

流

棒

極

意

巻

三

」

巻

子

本

内
題
「
砂
田
町
出
流
捧
極
意
之
巻
」

巻
子
本

太

田

尚

充
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.戸

9 8 7 6 5 4 

2童 話 嘗意書書
留 思沼郡関関
内流 内流内説内流内流内流
茂容梼帯容棒容棒鵜棒題捕容棒
兵寛 自問寛 日 櫨 lE 居正「吉正 目延
衛永繋録患保書録正常意部嘗録穂首銭韓首銭宝
l六悶 清元問 主奪回巻五回 五回 五出 入
i年流 |年波二五詫 年流ニ年法一年捷一年
土(棒 I~ 棒 年棒三(棒 〈棒 (棒 ( 
戸表 z …裏(誠一裏…表ー
回七之 乳七之 一瞥 七之 七之 七
与九日 井臨 E 七之 一昌 一

高g詩書ご縁石巻五戸主
門 建七三
o戸時明丹 十十
来自裏 ;土 十
与之巻 iE 巻一
印友昌子!日、 子Jj

じ楠錆本左チァ 本三
持問、藤議 日
よ同 伊よ誌は fヲf

h り様 共豆
三戸意 荷話
。臨之 宮

中丈義 問

主去を 玄
……  
百あ本 i 
民てに 語
性ま門
昔話と 河
本系め 7 
附はた ごよ
機. ，¥」

一一一. .態省 事2 。
主語品 川

T半。!合2丘糸
主主 は
衛 I>f'J 嘗

門!閉
め|甚

氏浅 五
名手立 兵
記伊 議
載兵 i 
に籍 | 

iLE 
長麓 λ; 
h弥長

長吾 事
ず話 i 
ミ|議
戸{安
閑右

六
八

O
)
九
月
十
五
日
、
議
問
半
丘
八
矯
尉
安
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。

五
)
十
一
月
五
日
、
浅
利
伊
兵
籍
尉
均
操
よ
り
、
宛
名
は
不
詳
。

巻
子
本

月
一
二
日

巻
子
本

一
戸
参
之
勲
宗
明
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
。

丹
…
一
一
日
、
宛
名
の
部
分
が
切
れ
て
い
る
が

巻
子
本

戸
参
之
助
宗
明
よ
り
浅
利
約
五
之
助
あ
て
。

…ρ
参
之
助
宗
明
よ
り
浅
科
万
之
助
あ
て
。

回
、
林
崎
新
夢
想
流
懇
合

後
"
に
記
す
。



ま

え

かず

き

遺
品
等
の
う
ち
、
話
回
流
太
万
に
関
す
る
古
文
書
資
料
の

の
前
…
悶
す

で
終
っ
た
の
で
、
今
回
は
蛍
由
流
棒
(
術
〉

グ〉

(
巻
子
本
)

と
、
林
崎
新
夢
恕
流
居
合
の
伝
書
等
十
九
点
を
紹
介
す
る
こ

と
に
し
た
。
も
っ
と
も
、
前
ロ
す
の

グ〉

ぷ
岡
田
流
太
刀
井
居
合
・
捧
極
伎
巻
」

の
詔
介
の

(
術
〉
と
林
崎

に
つ
い

部
を
紹
会
し
て
は
い
る
が
、
今
毘
は
改
め
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
っ

話
回
流
棒
(
街
)
グ〉

(
一
六

の
日
付
の
あ
る
一
一

は
、
津
軽
弘
前
藩
常
間
流
の
始
祖
と
も
い
う

べ
き
輩
出
半
共
梅
(
前
名
甚
五
兵
衛
〉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
に
授
与
し

T
あ
る
。
他
の

の
継
承
者
に

右
の
原
本

¥，-. 

で
あ
る
。

が
こ
れ
も
併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

諜
軽
弘
蔀
藩
を
代
表
す
る
居
合
と
い
へ
ば
林
崎
新
夢
想
流
居
合
を
指
す
が
、
寺
山
家
の

こ
の
資
料
法
四
十
五
点
と
い

に
の
は
る
。

〕
の
う
ち
十
九
点
を
今
回
紹
介
す
る
が
う
ち

iま

他
グ〉

は
浅
科
伊
兵
衛
が

に
し
て
書
き
写
し
た
と
思
わ
れ
る
伝
書
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、

自
付
が
「
正
徳
五
年

七

五
)
八
丹
五
日
い
ま
た
は
享
保

二
七

入
月
五
呂
」
ま
で
の
い
似
書
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

内
容
の
紹
介

25 

凡

例

山
冊
子
本
、
巻
子
本
等
の
表
紙
に
題
筆
(
筆
)
あ
る
い
は
外
題
が
あ
る
場
合
に
は
、

ら
推
し
て
探
り
に
つ
け
た
名
称
で
あ
る
。

そ
の
題
名
は

で
示
し
た
c

「

L

の
な
い
題
名
は
、
内
容
そ
の
龍
か



26 

∞
航
機
や
京
宣
一
一
閃
が
甚
し
く
、
組
名
の
つ
け
難
い
場
合
に
は
と
し
た
。

山
川
体
裁
に
よ
っ
て
、
品
裕
子
本
、
冊
子
本
、
校
本
、
紘
一
一
紙
・
折
紙
・
切
紙
の
四
援
に
大
別
し
た
3

巻
子
本
に
は
、
表
紙
や
軸
の
夫
わ
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
始

め
か
ら
軸
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
巻
き
紙
の
よ
う
な
様
式
ま
で
含
め
た
。

川
阿
古
文
激
闘
・
記
銭
等
の
紙
質
や
縦
・
携
の
大
き
さ
等
は
、
特
別
な
も
の
と
思
わ
れ
な
い
限
り
省
略
し
た
。

山
川
特
定
め
人
物
、
字
句
、
事
件
等
に
つ
い
て
は
本
文
の
後
に
「
詑
L

で
示
し
、
全
体
に
か
か
わ
る
事
務
に
つ
い
て
は
「
解
説
」
の
項
を
設
け
て
説
明
を
試
み
た
c

ま
た
、
文
中
に
「
技
」
の
必
要
な
場
合
に
は
〈
〉
内
に
訴
し
た
。

樹
判
読
不
明
な
文
字
は
口
で
示
し
た
。

m
w
a彩
が
必
要
と
思
わ
れ
る
資
料
の
一
部
を
カ
ラ

i
写
真
と
し
た
が
、
原
本
と
必
ら
ず
し
も
尚
也
で
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
3

掛
※
印
の
あ
る
写
真
は
、
本
文
の
最
後
に
一
話
し
て
掲
載
し
た
。

能
回
涜
棒

ー
、
「
僻
開
国
流
棒
目
録

L制

内
題
「
哲
朗
流
棒
表
之
目
録
L

、
治
問
日
h
i
写
真

ω蟻

4
a
t

一
こ
び

ン
写
真
紛
楽

一
、
信
流



依
御
執
心
不
浅
令
相
侍

此
一
巻
別
而
雄
為
秘
事
写
真

m

畢
柳
負
相
他
言
他
見

有
問
敷
者
也

O
鵜
戸
大
権
現

嘗
回
二
十
五
代

二

六
八

O
)

延
賓
八
庚
甲
暦

九
月
十
五
日

骨
E臼

骨
Bヨ

A

ロ
回
国

骨
B3 

品
目
国
田

田

清

j原コしニ一一口

首
田
清
源
ヨ
リ
六
代 田

内

写真

ωa※

吉
正
(
朱
印
・
花
押
)

27 

浅
利
伊
兵
衛
尉
殿 権

右
衛
門

田

権
太
夫

半
兵
衛
尉

富田流棒目録一(表之目録)の奥書き。写真(7)
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2
、
「
堂
畠
流
捧
自
録

一
一
」

巻
子
本

内
題
「
富
田
流
棒
裏
之
目
録
」

一
、
小
手
揚
写
真
智

此
一
巻
別
語
難
為
秘
事

荻
御
執
心
不
浅
令
相
博

畢
鞘
麗
相
他
見
有

G 



骨
B3 

骨
回
目

二

六

八
(
f
)
)

延
賀
八
勝
、旧l
一騎

九
月
十
五
日

賞
田
清
源
ヨ
リ
六
代

浅
利
伊
兵
衛
尉
殿

3
、
「
嘗
回
流
棒
極
意
巻

田

権
太
夫

半
兵
衛
尉

吉
正
(
朱

J

一一

夫
棒
乃
水
源
を
尋
に
本
来

「
嘗
回
流
棒
極
意
之
巻
L

写
真
同

L... 

巻
子
本

用
品
な
き
も
の
な
り

故
に
心
得

悪
敷
時
ハ
得
利
事
な
く

振
盲
目
杖
に
似
た
り

骨
田
田
流
棒
六
尺
三
寸
也

29 

時
は
三
尺
壱
す
五
分
の
棒
先
に

偏
扶
…
に半

棒
の
写真
州

嘗回流棒極意巻三(極意之巻)前半の部分2写真(14)
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ニ
尺
一
壱
五
分
の
く
さ
り
を
付
ケ

玉
目
三
十
六
匁
之
鉄
の
玉
を

付
な
り

右
い
つ
れ
も
前
後
左

右
自
由
に
取
廻
し

随
能
身

時
ハ
六
尺
三
寸
の
間
よ
り
敵
近

よ
る
事
あ
た
わ
す

然
時
に
ハ

其
利
は
か
り
な
き
事
な
り

若
敵
六
尺
三
す
の
間

5
近
く

てこよ
ん弘る

fト変時
/， -ノ、
に尚
しi通以
た)利

が有
つ

て
得
第
一
敵
の

利
事
秘
中
之
秘
也

一
、
実
之
棒
写真
側※

とっ忍
ん閉之

l宗主権
7こ孟
刀ミ返 (1司
) ※ 
ノ¥

し
写
真

楽

一
、
飛
乱
写真
側※

一
、
惣
ま
く
り
写真
側議

首回流棒極意、巻三 (極意之巻)後半の部分。(写真14と重複している)写真(15)



-
半
棒
之
大
事

一
、
白
用
品
取
写
真
山
刷業

-
鑓
留
之
大
事

一
、
打
留
写真
附削減

一
、
除
留
写
真M
刷業

一
、
大
車
写真
M

削減

一
、
極
意
口
上
之
事

一
、
外
物
之
事

一
、
無
量
口
博
之
事

ヘ
迷
故
三
界
城

六
本
来
無
東
西

右
嘗
田
流
棒
之
極
意
別
而

雄
為
秘
事
被
遂
稽
古

31 

依
御
執
心
深
相
侍
之
巻
物

必
ィt:'
z 
十;

口
博
写
真岡山

口
博
口
博

ぺ¥
悟
故
十
方
空

六
何
所
有
南
北

嘗田流棒極意巻三 (極意之巻)後半の部分c (指南許状の文言)写真岡
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令
授
与
畢
自
今
以
後
望

之
仁
卦
有
之
者
可
有
街
指
南

者
告
の
許
状
如
件

O 

花
押

九
月
十
五
日

一
盆
呂
語
源
ヨ
ワ
六
代

「l
浅
科
伊
兵
衛
尉
殿

解
説



ー
、
骨
岡
田
流
格
術
め

ニ
(
極
意
之
巻
)

の
三
巻
で
、

」
れ
が
全
部
で

あ
る
。
そ
し
て
本
資
料
の
三
巻
は

の
始
祖
と
も
い

き
歯
間
半
兵
衛
吉
正
よ
号
浅
利
伊
兵
衛
均

禄
に
授
与
し
た
原
本
で
あ
る
。

2
、
目
録

(
表
之
巻
)

の
技
五
本
、
目
録
二
(
裏
之
巻
)

の
技
五
本
は
間
流
棒
街
の
基
本
技
T
、

の
人
物
離
は
そ
の

グ〉

部
を
訴
す
も
の
と
患
わ
れ
る
。

3
、
の
名
札
怖
の
次

〈

お

わ

》

(

側

部

〉

畢
ん
ぬ
。
鞠
か
も
幾
相
他
見
有
る
ま
じ
さ
も

れ
て
い

「
此
の

巻
は
別
し
て
秘
事
た
り
と
難
も
、
御
執
心
浅
か
ら
ざ
る
に
夜
り
相
博
せ
し
め

は

て
い
る

0
4園
田
流
太
万
」
の
「
目
録
L

の
段
階
に
あ
る
文
一
窓
口
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
あ
る
。

4
、
極
意
巻
三
(
極
意
之
巻
)

の
冒
頭
の
極
意
口
上
の

に
「
偏
え
に
富
自
杖
を
振
る
に
似
た
り
L

と
あ
る
が

tl 
iま

流
太
刀
」
の
「
極
意
之
巻
し
に
も
引
用
し
て
い
る
。

5
、
棒
の

は

の
場
合
は
「
一
一
一
尺
一
寸
五
分
ヘ

そ
れ
に
「
玉
目
三
十
六
匁
の
鉄
の
玉
し
の
付
い
た
「
く

き
り
し
の

会f

尺

グ〉

と
な
る
。

「
半
棒
之
大
事
し
フ
臼
延
取
し
の
人
物
踊
は
く
さ
れ
ソ
付
き
の

ま
た
「
嘗
罰
流
捧
し
に
は
鑓
に
対
応
す
る
技
三
本
が
み
る
。

6
、
「
迷
故
一
一
一
界
竣

告
故
十
方
壷

本
来
無
東
西

何
所
有
南
北
し
は
禅
の
需
と
怠
わ
れ
る
。

界

仏
教
の
世
界
観
で
、
衆
生
が
往
来
し
、
止
往
す
る
三
つ
の
世
界
の
意
。
二
一
つ
の
迷
い
の
世
界
。

し、

グ〉

段
潜
に
分
け
た
も
の
。
欲
界
・
色
界
・
無
欲
界
。
中
村
元
(
『
務
教
語
大
辞
典
』
)

33 

十
方

十
グ〉

iヒ

福
山
教
語
大
鉾
血
ハ
ヒ



7 

の
文
言

〈
お
わ
〉

せ
し
め
畢
ん
ぬ
。
自
今
以
後
望
み
の
・
仁

の
極
意
、
別
し

り
と
難
も
、

に
依
り
栢
博

34 

れ
宥
る
に
於
て

べ
き
も

加
し
」
は
、
「
吉
田

の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
あ
る
。

8 

が
浅
科
摂
兵
衛
均
禄
に
授
与
し
た

六
八

O

日
」
は
、
ぷ
間
間
流
太
万
嫡
侍
之
巻
L

及
び

(
返
起
語
文
之
事
〉

を
も
授
与
し
た
百

る
。
す
な
わ
ち
浅
科
摺
兵
衛
は

の
印
可
と
と
も
に

閉
じ
日
に

の
つ
許
状
」

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

9 

グ〉

で
あ
る
。
印
丈
誌

写
真
似
P
路
市

ヰ
、
嘗
毘
流
棒
目
録

巻
子
本

本
資
料
辻
義
子
本
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
芯
と
な
る

軸
が
な
く
、
巻
き
紙
の
械
式
で
あ
る
。

人
物
闘
を
も
っ
て
形
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
図
辻
ー
と

関
じ
で
あ
る
の
で
省
略
し
た
。

輿
書
き
の
あ
て
名
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
む

歯
関
流
棒
表
之
目
録

、
打
揚

こ
ぴ
ん
説
、
ン



一
、
芝
返
シ

一
、
肘
流
シ

此
一
巻
別
而
難
為

秘
古
又
依
御
執
心
不

浅
令
相
侍
己
ナ
柳
魚

相
他
言
他
見
有
間

敷
者
也

O
鵜
戸
大
権
現

嘗
田
二
十
五
代

35 

ゼfo
E日

生当ト
ID 

田

j青

源

i上

真

回

内

吉
田

権
右
衛
門
ー
ー
ー

記

世f-
Eヨ

今争
ID 浅

利
田

権
太
夫

回

半
兵
衛

伊
兵
衛
尉

資料4の奥書きの伝系。あて名の部分が切れている O写真岡
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(
一
七
一
五
)

延
賓
八
ァ
ぃ
主
暦
「
源
均
禄
(
朱
印
・
花
押

十

月一一一日

5
、
嘗
回
流
構
自
録

巻
子
本

先
の
部
分
が
欠
け
て
い
る
。
様
式
は

4
と
同
じ
。
人
物
障

を
も
っ
て
形
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
囲
は
ー
と
同
じ
で
あ

る
の
で
省
略
し
た
。

童
図
流
棒
表
之
日
銭

、
打
揚

袖
下

、
こ
ぴ
ん
流
、
ン

ン

一
、
肘
流
シ

此

巻
別
記
雄
為
秘
事
絞

御
執
心
不
浅
令
棺
博
畢
柳

説
相
也
見
存
関
敷
者
也



鵜
戸
大
権
現

嘗
田
二
十
五
代

(
一
七
一
五
)

正
徳
五
乙
未
暦十

一
月
三
日

骨
国
田
清
源
ヨ
リ
八
代

浅
利
万
之
助
殿

6
、
嘗
回
流
棒
目
録

骨
fE 

骨
E日

田

清

源
写
真
的

Aι. 
邑

告
園
田

E
E
M
H
J
 

討
し
手
↑

田

内

言己

嘗
回
権
右
衛
門
尉

田

権
太
夫

半
兵
衛
尉

伊
兵
衛
尉

戸

参
之
助

宗
明
(
朱
印
・
花
押

巻
子
本

先
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
様
式
は

4
と
同
じ
。
人
物

画
を
も
っ
て
形
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
図
は
2
と
同
じ
で

あ
る
の
で
省
略
し
た
。

37 

写真仰



38 

一
、
小
手
流
シ

一
、
五
月
間

、
小
手
揚

此
一
巻
別
冊
難
為
、
接
事
依

制
御
執
心
不
浅
令
指
初
博
畢
訓

農
相
他
見
宥
間
敷
者
世

鵜
戸
大
権
現

富
田

告
l'E 

田

滋

田

内

，皆険
E罰

田
半
兵
籍
爵



b
v
t苅
H
H
H.. ，
 

〉

2
4苧

伊
兵
衛
尉

戸

十

丹
三
5

(
朱
印
・
花
押
〉

ヨ
ワ
↓
八
代

浅
利
万
之
助
殿

7
、
嘗
回
流
棒
犠
窓
巻

先
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
の
み
で
な
く
、
全
体
的
に
虫

惑
が
大
き
い
。
技
に
つ
い
て
法
人
物
画
を
も
っ
て
形
を
示
し

て
い
る
が
そ
の
聞
は

3
と
関
じ
で
あ
る
の
で
省
略
し
た
。
捧

式
は

4
と
問
問
じ
。

富
田
流
棒
極
意
之
巻

夫
棒
乃
本
諌
を
尋
に
本
来

用
品
の
な
き
物
な
り

故
に
、
心
得

悪
敷
時
は
得
利
事
な
く
…
繍

に
依
た
り

黙

39 



40 

4
V

岡
田
流
棒
六
尺
三
寸
也

半
棒
の

時
は
三
尺
一
す
五
分
の
棒
さ
き
に

の
く
さ
り
を
付
け

日
一
ニ
拾
六
匁
の
鉄
の
五
を
付
る
也

右
い
つ
れ
も
蔀
議
左
右
自
由
に

取
趨
し
能
諾
身
時
拡
大
尺

乃
間
よ
り
敵
近
よ
る
事
あ
た

わ
す

狭
小
時
に
は
其
利
は
か
り

な
き
事
な
り

若
敵
六
尺
三
寸

グ〕

熊
よ
り
近
敵く
乃よ
てごる
ん転時
へ出は
ん。猫
以

手lJ
有

第

に
し
た
か
っ
て
得
科
事

秘
中
之
秘
臨

、
忍
之
棒

一
、
と
ん
は
う
か
へ
し

、
飛
乱

五

寸



一
、
惣
ま
く
り

、
白
鬼
取

鑓
留
之
大
事

、
打
留

、
大
車

て
極
意
口
上
之
大
事

、
外
物
之
事

口
侍
之
事

迷
故
一
一
一
界
城

本
来
無
東
匿

41 

情
故
十
方
空

健
所
有
・
南
北

右
富
田
流
棒
之
極
意
刑
判
而
難
為

日

博
口
博

日

博



秘
事
被
遂
稽
古
依
御
執
心
深

42 

棺
博
之
巻
物
令
授
与
畢
自
今

以
後
望
之
仁
卦
有
之
者
可
脊
御

指
高
者
世

伺
許
状
如
伴

~ 
ト4

FEI 

部

j原

匝

内

戸
」
一一古口

嘗
司
権
右
犠
門
尉

二
七
一
五
)

正
穂
五
乙
未
一
場十

月
三
日

富
由
清
掠
ヨ
ワ
八
代

浅
利
万
之
動
殿 浅

利
出

権
太
夫

半
兵
衛
尉

円

参
之
助(

朱
印



解
説ー

、
本
資
料
の

の
日
付

七
一
五
)
十

月
2
5
」
に
つ
い
て
。

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
は
次
の
「
富
岡
山
読
棒
L

(
巻
子
本
〉

て
い
る
。

一
十
四
号

四
頁

i

一
一
九
一
良
に
紹
介
諮
み

(1) 

K

抗
野

2

G

主

7

一
月
三

B

浅
科
伊
兵
籍
均
禄
よ
り
苑
名
な
し
2

(2) 

GK 

789 

71 

一
丹
三
日

浅
利
伊
兵
衛
均
禄
よ
り
宛
名
な
し
3

(3) 

K
i的
刀

、
3

戸

J
t
p
j
t

月一一一日

浅
利
研
兵
衛
均
禄
よ
り
宛
名
な
し

右
の
よ
う
に
、
制
れ
も
宛
名
の
な
い
浅
利
引
伊
兵
禽
均
禄
か
ら

で

こ
れ

と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
本
資

料
の

5
・
6
・
7
の一一

間
じ

月
三
日
L

の
日
付

て
の
伝
書
で
あ
る
。
し
か
も
浅
利
万
之
助
の
「
一
肩
書
き
」
は

ヨ
リ
入
代
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

と
か
ら
、
本
資

料
4
は
、
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
よ
り
つ
吉
田
渚
源
よ
り
七
代
L

I¥ 

グ〉

る。

グ〉

巻
も
、

ヨ
リ
七
弐
L

f¥  

グ〉

の
写
し
で
は
な
い
か
と
患
わ
れ
る
。

2
、
浅
判
伊
兵
衛
均
禄
よ
り

ヨ
リ
七
代
」

f¥ 

七
一
五
)
十

月

日
L 

43 

と
す
れ
ば
、
罰
百

り
八
代
」
浅
利
万
之
助
へ
一
戸
参
之
助
が
授
与
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
浸
利
万
之



助
は

44 

、
え
で
の

で
あ
っ
た
と
悲
わ
れ
る
。

3
、
本
資
料
4
・
5
・

e
-
?の
各
巻
の
技
の
形
は

人
物
聞
に
よ
ワ

同
様
で
あ
る
の
で
こ
れ
を
省
略
し
た
。

8
、
嘗
回
流
棒
目
録

本
資
料
も
先
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
人
物
画
を
も
っ

て
形
を
示
し
て
い
る
が
、
耗
設
で
き
る
部
匂
分
か
ら
記
し
た
。

樟
式
は

4
と
閉
じ
っ

小
手
掛

右
此
一
巻
難
為
秘
事
之
関
聯

魚
柏
池
見
有
間
敷
者
世

鵜
戸
大
権
現
ヨ
ワ
吉
田
二
十
五
代

ゼ合
fE 

漬

j原

国

で
あ
る
の

持
参
之
助
は
自
分
は
受
け
る
べ
き
で
な
い
と
考

い噌
A
V
O

に
ま
と
め
て

~l 
tr 



ρ且，
~ 

lE 

寸

H
U
-三ロ

田

内

骨
国
田

権
右
衛
門

骨
E臼

権
太
夫

回

嘗
回

甚
五
兵
衛

木
村
長
八

長
盛
写
真
側

佐
藤
伊
右
衛
門
忠
清

乳
井
武
助

建
明

佐

藤

伊
兵
衛

(
一
七
四
二

寛
保
元
辛酉
暦
七
月
吉
日

忠
口
(
朱
印
・
花
押

赤
田
口
助
殿

9
、
嘗
回
流
棒
目
録

巻
子
本

本
資
料
も
先
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
外
題
は
不
明

で
あ
る
。
内
容
は
「
表
之
目
録
」
「
裏
之
目
録
」
「
極
意
之

巻
」
を
一
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
人
物
画
(
省
略
)

も
あ
り
、
形
式
の
上
で
は
伝
書
に
な

っ
て
い
る
が
、
正
式
の

も
の
か
疑
問
も
あ
る
。

11' 

1~ 
三fr
jje 
... 
戸

45 

袖
下

4・h. 

『咽由品ー晶画

資料8の奥書きの最後の部分。この伝系は吉田甚五兵衛から木村長八長

盛と続いている。

写真側



」
び
ん
流
、
ン

46 

ン

一
、
肘
流
、
ン

ヨ
リ
拾
代

p 

ヱ
リ
巻

一
、
小
手
流
、
ン

ン

、
五
月
雨

此
一
巻
別
高
雄
為

秘
事
荻
御
執
心
不

浅
令
相
模
時
畢
聯
魚

相
龍
見
有
間
敷
者

田

丈
之
助
殿



也鵜
戸
大
権
現

話
間
流
樺
極
意
之
巻

グヲ

な
き
も
の
な
り

悪
敷
時
は
得
利
事
な
く

振
亡
日
目
杖
に
似
た
り

当
国
流
棒
六
足

の
碍
は

47 

に
本
未
来

故
に
心
得

扶
…
に

寸
也

グ〉
井主，
ι， 
EEI 

請

I原

出

井l?
ιJ 

EEI 

出

内

田

嘗
田

半
兵
諾
尉

と
V
ι
w
t
z
a
J

i
!
 

羽

ct太
1

伊
兵
衛
慰

i扇グ〉



48 

き
り
を
付
ケ

拾
ム
ハ
匁

の
鉄
の
玉
を
付
る
協

右

つ
れ
も
前
後
左
右
自
由
に
取

能
題
身
時
は
六
尺
一
一
一
す

の
開
よ
り
数
近
よ
る
事
あ
た

わ
す

然
時
は
其
利
は
か
り

若
数
六
尺
一
一
一
寸

の
間
よ
り
ち
か
く
寄
時
は
猶

以
利
有

第
一
一
散
の

ん
に
随
て
得
科
事

秘
中
の

秘、

協
一
、
実
之
捧

一
、
忍
之
棒

、
瞬
艇
返
シ

、
飛
乱

、
惣
ま
く
り



、
白
延
取

一
、
打
脅

一
、
詮
留

、
大
車

一
、
極
窓
口

口

…
、
外
物
之
事

口
博

口
博
事

口
{専

迷
故
一
一
一
界
城

梧
故
十
方
空

本
来
無
東
西

荷
所
有
南
北

右
A
W

岡
田
流
樺
之
極
意
別
国
難

為
秘
事
被
遂
盤
情
古
依
簿
執
心

49 

深
栢
博
之
巻
物
令
授
輿
詑
自



有
御
指
南
者
也

今
以
後
望
之
仁
於
有
之
者
可

仰
許
状
如

50 

件鵜
戸
大
権
現首

田
弐
拾
五
代

二

七
九
四
)

寛
政
八

Y
貝
暦
年

首
回
清
源
ヨ
リ
拾
代

戸
田
丈
之
助
殿 骨

回

源

写
真
仰

回

清

借f-
E司

寸巳==ロ

田

内

品
目
田
田

権
右
衛
門

令争
E臼

権
太
夫

田

首
回

半
兵
衛
尉

浅
利

伊
兵
衛
尉

斎
藤
弥
五
衛
門
尉

戸

茂
兵
衛

田

戸
田

与
左
衛
門

J2
0心
'
I
J
、
'
三
回
目
芯
・
ら
け

，

Jr-

k
v円
aJM
い
「
』
デ
ー
て
〕
ト

~fιζ
'U
一

ぶ

ρ十
、
hp
ft
『
バ
い
い
い
時

一

月

h
f
u
t弘者
一泊

4
9
4『

t
v
s
 

-剛附則嶋田

ほ
添

一

川降、あ

-

凶
雄
ゑ
パ
一
い
一

za姥
f
b

」
一

蓄
の
w
u
キ
夫
毎
4

紘

一
お
れ
伊
L
J

徐
々

音
巣
立
争
事
討し

41-

、

¥1I 

資料9の奥書きの伝系。戸田茂兵衛と戸田与左衛門の氏名は書き直され

ている。

写真。。



解
続ー

、
資
料
9

グ〉

の
氏
名
の

て
い
る
。
朱
印
も
花
押
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら

こ
の

ヴ
令
。

2
、
嘗
回
流
棒
の
継
承
者
は
、

(
甘
間
五
兵
衛
)

嘗
回
半
兵
衛
吉
正

i
浅
利
判
伊
共
祷
均
禄
i
i
i

(
半
兵
衛
)

嘗
田
甚
五
兵
衛
吉
正

i

i
木
村
長
八
長
盛

i

i

(
甚
五
兵
衛
)

嘗
間
半
兵
衛
吉
正

i

i
浅
利
引
伊
兵
藷

i

i
斎
藤
祢
五
兵
衛
|
|
一
戸
田
茂
兵
衛
1
1
1

グ〉

~ 

の

い
づ
令
。

(1) (2) (3) 
吉
田
甚
五
兵
衛
吉
正
は
、
半
兵
籍
と
改
名
す
る
前
に
木
村
長
八
長
盛
に
嘗
回
流
棒
の
訟
豊
富
を
設
与
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ

の
期
日
は
不
詳
で
あ
る
が
、
浅
利
伊
兵
籍
へ
の
授
与
よ
り
も
早
い
時
期
と
考
、
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
辻
、
き
軽
弘
前
藩
の
嘗
回
流

一
大
系
統
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た

の
直
一
系
と
斎
藤
弥
五
兵
衛
の
傍
系
の
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
。

四
、
林
崎
新
夢
想
流
居
合

ー
、
「
指
南
許
状
L

明

紙

正
徳
五
乙
十
本
山
議
(
一
七
一

十

日

利
伊
兵
衛
均
禄
よ
り
今
弥
五
郎
あ
て
。

51 



2
、
「
指
寵
許
状
し

切

紙

52 

七
四
西
〉
四
月
十
五
日
、
浅
利

万
之
助
均
費
よ
号
佐
和
市
之
丞
あ
て
。

3
、
「
指
南
許
状
L

ザj

紙

延
享
四
「
卯
年

七
四
七
)
四
月
三
日
、
浅
利
万

之
助
均
費
よ
り
浅
利
金
五
郎
あ
て
c

4
、
「
居
合
向
之
次
第

L

r
午
前
持
制
慨
世
間

巻
子
本

「
向
次
第
L

常
井
喜
兵
衛
扇
直
則
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。
司

付
、
朱
印
・
花
押
は
な
い
。

;ま

i
i
l
長
野
無
楽
斎
棲
蕗

l
i
l
一

!
谷
小
左
衛
門
季
正

i
!常
井
喜
兵
議

l
!浅

科
伊
兵
衛
。

5
、
「
居
合
お
身
之
次
第

一
一
」

内
題
「
右
身
之
次
第
」
伝
系
等
4
と
陪
じ
。

6
、
「
居
合
左
身
之
次
第

巻
子
本



内
題
「
左
穿
之
次
第
」
誌
系
等
4
と
開
じ
。

(
と
の
も
の
)

7
、
「
居
合
外
物
次
第

四

内
題
「
外
物
次
第
L

訟
系
等
4
と
同
じ
。

8
、
「
賠
A
n
外
物
次
第

五
L

内
題
「
外
物
次
第
L

伝
系
は

4
と
同
じ
で
あ
る
が
、
浅
利
伊
兵
寄
に
統
い

万
之
助
均
饗

l

i
浅
利
金
五
部
あ
て
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、

朱
申
、
花
押
辻
な
い
。

9
、
「
居
合
秘
歌
之
巻

六
L

巻
子
本

内
題

伝
系
等
4
と
同
じ
。

泊
、
極
意
相
鵠
之
巻

内
容
「
極
意
相
簿
之
巻
L

伝
系
等
4
と
誌
と
。

日
、
「
均
操
夢
想
居
合

内
題
「
均
禄
夢
想
居
合
撞
意
之
巻
L

伝
系
を
書
か
ず
、

六
八

O
〉
九
月
十
一
日
、
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
(
朱
印

花
押
ご
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
て
名
は
な
く
「
弟

53 

尤
入
額
可
然
人
鉢
江
可
博
授
者
塩
L



と
の
添
え
書
き
が
あ
る
。

54 

ロ
、
居
合
許
印
可
太
万
心
持
之
事

巻
子
本

内
題
「
居
合
許
印
可
太
刀
、
心
持
之
事
」

伝
系
、
自
付
、
あ
て
名
の
記
載
は
な
い
。

之
書
物
」
と
し
て
二
、

問
、
外
物
許
巻
。

て
い
る
。

13 

て
い
る
が

そ
の
写
本
で
あ

る
。
次
の

「
右
者
常
井
喜
兵
帯
夢
想
之
巻

喜
兵
衛
自
筆
ニ
テ

書
記
被
置
候
ヲ
七
一
戸
権
右
衛
門
へ
桓
簿
被
申
侯

夫

ro
元
禄
十
五
J
T
年
(
一
七
二

O
)
間
八
月
十
六
日

権
右
衛
門
妻
子
衆
占
松
山
善
之
承
一
へ
梧
薄

権
右
寄

門
ハ
右
周
年
二
月
十
四
日
死
亡

善
之
承
一
友
末
端
棟



方
嘉
兵
衛
へ
相
侍

夫

S
浅
利
伊
兵
衛
居
合
ノ
印
可

不
残
申
請
ノ
書
物
計
ニ
テ
侍
授
事
一
園
無
之
」

日
、
居
合
印
可
十
二
用
之
次
第

巻
子
本

内
題
「
十
二
用
次
第
」

享
保
一
五
年
(
一
七
二
ハ

八
月
五
日
、
棟
方
嘉
兵

衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。

日
、
居
合
印
可
五
ヶ
之
次
第

巻
子
本

内
題
「
五
ヶ
次
第
」

棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。
日
付
は
「
八

月
五
日
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。

日
、
居
合
印
可
切
淳
之
次
第

巻
子
本

内
題
「
切
延
次
第
」
破
損
が
大
き
い
。

棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。
日
付
は
「
八

月
五
日
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。

口
、
居
合
印
可
口
之
次
第

巻
子
本

内
題
「
合
口
次
第
」

棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。
日
付
は
「
八

55 

月
五
日
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。



56 

問
、
居
合
印
可
高
上
極
位
之
巻

内
容
「
高
上
極
位
之
巻
」
被
損
が
大
き
い
。

巻
子
本

正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
八
月
五
日
、
棟
方
嘉
兵

衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
。

問
、
居
合
許
印
可
心
持
之
事

内
題
「
居
合
許
印
可
心
持
之
事
」

正
徳
五
年
こ
七
一
五
)
八
月
五
日
、
浅
利
伊
兵

と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。

衛
が
書
い
た
も
の
、
あ
て
名
は
な
い
。
「
居
合
手
鏡
」

あ
と
が
き

園
、
林
崎
新
夢
想
流
居
合

ー
、
指
南
許
状
写
真
似

縦
約
加
・

3
仰
、
横
約
必
・

3
佃

抑
居
合
雄
為
剣
術
之
儀

旦
者
数
年
被
遂
稽
古
日
一
深

志
依
不
浅
相
博
之
目
録
令

切

紙

合
eゑ
努!;ta 
易拡努ゑ

「指南許状」正徳5乙未歳(1715)11月16日、浅利伊兵衛均禄より今弥五郎

あて。印判の部分を筆で消した跡がある。縦26.3cm横46.3cm。

写真。1)



授
与
畢
此
上
者
望
之
仁
於
有

之
者
御
指
南
尤
候
仰
許
状

如
件

ご
七
一
五
)

正
徳
五
乙未
歳

十
一
月
十
六
日

ム、
7 

弥
五
郎
殿

2
、
指
南
許
状
写真
関

抑
居
合
難
為
剣
術
之
儀

皇
者
数
年
被
遂
稽
古

E
深

志
依
不
浅
相
侍
之
目
録
令

授
与
早
此
上
者
望
之
仁
於

有
之
者
御
指
南
尤
候
仰
而

許
状
如
件

57 

浅
利
伊
兵
衛
尉

源
均
禄
(朱
印
・
花
押

参

浅
利
万
之
助

「指南許状」延享元甲子年(1744)4月15日、浅利万之助均費より佐和市之

丞あて。

写真倒
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(
一
七
四
四
)

延
享
元
甲
子
暦
年
四
月
十
五
日

佐
和
市
之
丞
殿

参

3
、
指
南
許
状
写
真
岡

抑
居
合
雄
、
為
剣
術
之
儀

旦
者
数
年
被
遂
程
古
日
一

深
志
依
不
浅
相
侍
之
目
録

令
授
与
早
此
上
者
望
之
仁

於
有
之
者
御
指
南
尤
候
例

許
状
如
件

二

七
四
七
)

延
享
四
丁
卯
年
四
月
三
日

浅
利
金
五
郎
殿

源
均
費
(
朱
印
・
花
押
)

浅
利
万
之
助

源
均
費
(
朱
印
・
花
押
)

参

信
を
え



解
説(1) 

当
時
の

の
居
合
と
い

「
林
崎
新
夢
想
流
居
合
い
が
代
表
で
あ
る
が

の
指
南
許
状
が
…
一

っ
て

事D~ る

剣
術
の

り
と
い
え
ど
も
、

か
つ
は
数
年
増
吉
を
遊
げ
ら
れ
、

目
録
授
与
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
。
此
の

み
の
仁
(
こ

に
於
い
て

か
つ
は
深
き
志
浅
か
ら
ず
に
依
り
、
相
訟
の

(
く
だ
ん
}

っ
と
も
に
候
。
の
っ
て
許
状
持
の

女Il
し

正
纏
五
乙
未
歳
(

七

十

月
十
ノ、

日

(
朱
印
・
花
揮
)

β、
7 

弥
五
郎
殿

以
下

延
享
元
甲
子
年

七
四
悶
)
酉
丹
十
五
日
、
浅
利
万
之
助

と
、
延
享
四
丁
卯
年

七
四
七

四
月

誌
、
関
じ
く
浅
利
万
之
助
均
費
よ
り
浅
制
金
五
郎
あ
て
の

で
あ
る
。
何
れ
も
文
顧
の
大
意
は
変
っ
て
い
な
い
。

4
、
「
差
合
向
之
次
第

ー
し耐

59 

形
は
人
物
画
を
も

て
ぶ
し
て
い
る
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林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
秘
術
唯
授
一
人

目
録

向
次
第

押
立
写真
山側海

押
抜
写真
目安

防
身
写真
目立

除
身
写真
的東

幕
越
写真

MZ

旬
ワ
写
真
側
液

n
H
M
M
-
Jノ

頭

上

写

真
削
減

| 

ι 天

省|享
神 1.lL

林
崎
甚

田
宮
平
兵
衛
照
常
重
信

長
野
無
楽
斎
檀
露
|
|
」

写真刷

， 

「居合向次第一」の伝系の部分。常井喜兵衛尉直則より浅利伊兵衛尉あて

となっているが、朱印・花押はな く、日付の記載もない。

写真似1)



浅
利
静
兵
衛
慰
殿

5
、
「
居
合
右
身
之
次
第

一
一
」

形
詰
人
物
画
を
も

て
一
一
小
毒
し
て
い
る

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
註
秘
祷
唯
授
一
人

百
主義

右
身
次
第

突
入
写
真
一
定

柄
取
写
真
山
室

61 

回
以
足
芝
持
一
言



62 

。円配川
町
一
弾
j
l
i
l
i
-
-
!

浅
利
研
兵
衛
尉
殻

6
、
「
結
合
左
身
之
次
第

ニ」

形
は
人
物
爾
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
。

林
崎
新
夢
想
流
精
合

援
位
秘
術
唯
授
一
人



ム
ぷ
身
次
第

関
抜
写
真
似
通

鞭
結

E
なま

向
足
写
真
言

浅
科
研
兵
諾
尉
慰

63 



64 

7 、

計
逆頭 胸万写 騎爆懸 寄身写 寄lE 主

外物 位授極秘術唯 林崎新夢相 形 居合「
上 官代 1f: 員古 総

は 外物Z3 

護手 納 ータキー 型軽 楽

次第 J流U 
事主療義現 園吊 t費通匝) 

物申人乞も 次第人 合居

寺本
なてl.四. 

崎 し
て
し、

る

甚
助

巻子本



浅
利
伊
兵
衛
尉
殿

8
、
「
居
合
外
物
次
第

田
宮
平
兵
衛
照
常

長
野
無
楽
斎
檀
露

一
宮
左
太
夫
照
信

谷
小
左
衛
門
季
正

常
井
喜
兵
衛
尉
直
則

形
は
人
物
画
を
も
っ
て
示
し
て
い
る

五

巻
子
本

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
秘
術
唯
授
一
人

目
録

外
物
次
第

頂
上
写
真
側
楽

切
先
廻
写
真
側
※

65 

二
方
詰
写
真
糾
※



66 

高
上
極
位
之
巻
写
真附

抑
此
兵
術
者
自
己
黙
然
而

無
レ
進
莫
レ
退
左
右
又
如
レ
斯
唯

向陵是

云J主主芦
道方会源
四二i 到
J+.注三七 二

二十(2)死銅

空岸延
古頭上

会得走
世犬 7.K
問自
三E 在

空
無
併
性
空
々
真
按
レ
之
右
之

兵
術
是
也

ヘ
千
金
莫
侍
可
秘
々
々

唯
授
一
人

高
事
抜

居合外物次第五「高上極位之巻」の部分。写真附



K
・
令
位

浅
利
伊
兵
衛
尉
殿

67 

d=ミー. . 
ー通

林
崎
甚
助

重
信

田
宮
平
兵
衛
照
常

長
野
無
楽
斎
檀
露

一
宮
左
太
夫
照
信

谷
小
左
衛
門
季
正

常
井
喜
兵
衛
尉
直
則

浅
利
万
之
助
均
費
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「

浅
利
金
五
郎
殿

2豆
(1) 

の
出
品
開
に

八
三
五

い
て
。

の
巻

(
け
ん
に
ん
じ
よ
う
)

に
、
刀
法
『
銅
忍
誠
』
に
つ
い
て
説
く
醤
所
が
あ

心
形
刀
流
の
松
浦
静
山
が
議
き
著
し
た
武
装
警

り

、

そ

の

め

…

節

が

あ

る

。

に
弁
ん
ぜ
り
、
然
れ
ど
も
た
だ
韓
震
に
し
て
正
説
な
し
。
近
頃
組
問
く
σ

民
事

宋

に

日

く

む

齢

十

…

諸

制

一

切

¥

是

非

交

結

の

加

地

、

聖

も

亦

知

事

能

は

ず

。

逆

順

縦

横

の

時

、

仏

も
志
弁
る
事
能
は
ず
ο

絶
世
超
倫
之
土
と
為
て
逸
群
大
士
之
能
を
顕
は
す
。
は
一
一
口
一
一
区
一
院
氷
凌
上
に
向
っ
て
行
き
、
銅
乱
上
に
走
る
と
、
こ
れ
巴
し
く
鋸
浮

上
の
文
字
の
出
づ
る
所
な
り
。
以
下
唱
し
〈
今
村
嘉
誰
一
編
正
本
武
道
全
集
第
一
巻
』
所
収
、
「
鰻
致
件
二
.
七
八
|
|
二
八
三
真
、
…
九
六
六
、
人
物
註

来
社
)
本
資
料
の
「
封
割
問
来
上
走
氷
陵

tL
辻
、
右
の

J
綴
致
』
成
立
以
前
の
信
奉
一
回
の
…
節
で
あ
る
の
で
在
か
ら
の
引
用
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
寸
林
時
流
居
合
指
南
秘
伝
書
」

1
m
m

富
流
和
銀
秘
之
巻
L

J
出
宮
流
居
合
目
録
」
等

1
8
本
武
道
全
集
第
七
鳴
い
所
収
、
二
五
五
ー
ー
コ
千
八
支

援
出
)
に
も
出
て
こ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
間
流
の
話
番
に
、
も
と
も
と
使
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
詳
で
あ
る
c

T
7
L
」
ん
}

『
郎
総
決
』
の
い
う
中
国
末
代
の
閣
情
克
勤
禅
鮮
の

J
W巌
集
恥
〈
吋
碧
巌
録
』
と
も
。
設
く
は
♂
伯
楽
欝
倍
禅
都
議
巌
録
い
ま
た
は
叶
仏
果
碧
議
被
襲
撃

〈
事
ょ
う
し
よ
う
}
円
う
て
き
ぞ
い
V

蔀
品
と
い
う
〉
の

J
経
一
一
部
い
か
ら
の
引
用
と
い
う
の
誌
、
五
w
巌
鎌
μ

第
四
十
六
則
吋
鋭
諮
問
満
繋
」
の
1

知
二
氷
凌

t
行
、
組
乱
上
定
一
」
(
氷
凌

む

よ

ろ

}

令

uh

人

に

ん

じ

よ

う

〉

{

は

り

ょ

う

〉

ハ

安

い

も

う

け

ん

V

g

い
し
に
一
行
き
、
飯
ゑ

k
に
殺
る
が
加
し
〉
か
ら
で
み
る
つ
ま
た
、
同
じ
く
綴
…
百
則
の

1
5
鞍
吹
毛
緩
め
寸
詳
唱
」
に
「
氷
陵
上
行
」
の
語
は
な
い
が

お
司
ヴ
か

ぶ
鍛
浮
上
吹
レ
モ
試
レ
之
、
党
ハ
モ
・
日
断
」
〈
鋭
ゑ
ヒ
に
毛
を
吹
い
て
之
を
試
む
る
に
、
笠
ハ
の
毛
自
ら
断
つ
)
と
寸
鏡
浮
上
L

の
語
は
見
受
け
ら
れ
る
c

(

朝
比

奈
系
議
訳
註
式
品
巌
録
・
山
T
L

一
三
二
ー
一
一
一
一
三
夏
。
吋
路
面
巌
諒
・
下
』
二
四
四
i
二
四
七
頁
。
罪
法
文
産
)

よ
泌
総
撒
詩
恥
は
、
「
市
来
人
宗
門
第
一
の
書
¥
と
よ
ば
れ
て
仏
道
修
行
の
テ
キ
ス
ト
に
用
い
ら
れ
札
、
中
間
出
・

5
本
を
通
じ
て
も
っ
と
も
流
行
し
た
禅
の
公

案
集
L

3
梯
教
大
事
典
』
参
考
。
一
九
八
↓
八
、
小
学
館
)
で
あ
っ
た
の
で
、
武
芸
修
行
者
も
ま
た
こ
れ
に
接
す
る
機
会
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ヴ
令
。

し
か
し
、
無
関
ハ
慧
開
禅
師
に
よ
っ
て
『
碧
麗
録
』
の
約
百
年
後
に
成
立
(
中
国
・
南
宋
紹
定
一
応
年
人
一
二
一
一
八
ヤ
)
し
た
と
い
わ
れ
る
『
無
門
関
』
の
第

(
け
ど
う
も
ん
2
つ

)

ピ

申

三
十
二
ば
パ
道
局
仏
」
の
「
頒
」
に
お
い
て
も
寸
額
浮
上
に
行
き
、
氷
按
上
に
走
る
L

の
語
は
見
ら
れ
る
。
〈
寸
悩
憾
の
語
諮
問
」
盛
山
門
間
』
平
田
高
士

註
、
二
一

O

二
一
一
一
一
頁
、
一
九
六
九
、
筑
摩
書
一
身
)



右
を
整
理
す
れ
ば

碧
巌
録
第
四
十
六
則
知
二
氷
凌
上
行
銅
来
上
走
一

無

門

関

第

三

十

二

親

来

上

行

氷

凌

上

走

本

資

料

到

二

一

蹴

来

上

二

走

二

氷

陵

上

一

と
な
り
、
本
資
料
で
は
「
行
」
が
「
到
」
に
、
「
凌
」
「
稜
」
が
「
陵
」
に
変
え
ら
れ
、
語
の
並
べ
方
も
『
碧
巌
録
』
の
「
氷
凌
上
」
が
先
に
あ
っ
た
の
が
、

後
者
で
は
後
に
お
か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
の
引
用
か
は
軽
々
に
断
じ
難
い
が
、
語
の
並
べ
方
の
点
や
『
無
門
関
』
の
方
が
広
く
流
布
さ
れ
て
い
た
点
か

ら
、
『
無
門
関
』
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
い
い
ざ
さ
〉

ま
た
、
飯
篠
長
威
斎
家
直
を
流
祖
と
す
る
天
真
正
伝
香
取
神
刀
流
(
新
当
流
)
の
第
七
代
・
飯
篠
盛
繁
の
『
新
当
流
兵
法
書
』
(
寛
永
の
頃
八
一
六
二
四

(

刃

)

(

刃

)

|
一
六
四
三
〉
成
立
)
の
「
玉
簾
集
」
の
一
節
に
「
得
一
一
自
由
一
則
親
身
上
行
、
氷
陵
上
走
。
是
微
妙
不
可
得
之
儀
」
(
自
由
を
得
る
は
則
ち
親
身
上
を
行

き
、
氷
凌
上
に
走
る
。
是
れ
微
妙
得
べ
か
ら
ざ
る
の
儀
な
り
。
)
(
今
村
嘉
雄
編
『
日
本
武
道
全
集
第
二
巻
』
所
収
。
二
五
六
頁
c

既
出
)
と
あ
る
。
本
資
料

の
み
で
な
く
、
他
流
の
武
芸
伝
書
に
も
「
銅
来
上
行
氷
凌
上
走
」
の
禅
語
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
新
当
流
兵
法
書
」
か
ら

の
引
用
と
は
考
え
難
い
。

ω
「
到
二
一
飢
来
上
一
走
二
氷
陵
上
一
の
意
味
に
つ
い
て
。

意
味
に
つ
い
て
は
、
司
無
門
関
』
の
「
頃
」
を
語
句
通
り
解
釈
す
れ
ば
「
(
仏
と
外
道
の
問
答
は
)
鋭
い
観
の
来
上
を
行
く
が
ご
と
く
、
ま
た
い
つ
割
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
氷
の
上
を
走
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
と
ま
ど
う
と
喪
身
失
命
す
る
」
(
『
無
門
関
』
平
田
高
士
訳
注
。
一
一
二
二
頁
。
既
出
)
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
禅
者
安
谷
白
雲
は
そ
の
著
『
禅
の
心
髄
・
無
門
関
』
(
二
一
二
一
頁
、
一
九
六
五
、
春
秋
社
)
で
「
銅
来
上
に
行
き
、
氷
稜
上
に
走
る
は
、
二
っ

と
も
誓
え
だ
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
足
が
切
れ
る
し
、
す
べ
っ
て
こ
ろ
ぶ
と
、
言
葉
の
表
面
で
は
、
外
道
の
機
敏
な
所
を
歌
っ
て
い
る
が
、
実
は
分
別
心

が
少
し
で
も
動
い
た
ら
、
す
ぐ
に
足
が
ぶ
ち
切
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ハ
テ
ナ
と
頭
を
ひ
ね
っ
た
ら
、
一
ぺ
ん
に
落
第
だ
と
い
う
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い

ヲ

Q

。本
資
料
に
即
し
て
意
訳
す
れ
ば
「
わ
が
身
の
無
事
を
少
し
も
考
え
ず
、
自
ら
死
生
の
境
に
身
を
投
げ
入
れ
て
自
他
の
餌
に
活
殺
を
ゆ
だ
ね
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
こ
の
心
底
を
禅
の
語
句
を
か
り
で
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω
「
卦
二
生
死
岸
頭
一
得
二
大
自
在
一
向
二
六
道
四
生
一
空
」
の
出
典
に
つ
い
て
。

前
記
『
無
門
関
』
第
一
「
超
州
狗
子
」
の
次
の
一
節
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ぷ

つ

お

「
前
略
|
1
。
逢
仏
殺
仏
、
逢
祖
殺
祖
、
於
生
死
岸
頭
、
得
大
自
在
、
向
六
道
四
生
遊
戯
三
昧
。
|
|
後
略
」
(
前
略
|
|
。
仏
に
適
う
て
は
仏
を
殺

69 



(4) 

し

よ

う

む

が

ん

と

う

だ

い

む

ぎ

い

し
、
祖
に
逢
う
て
は
桟
を
殺
し
、
生
苑
岸
頭
に
卦
て
大
自
在
を
得
、

関
恥
平
田
合
同
士
訳
注
、
一
四

l
i
ニ
O
頁
。
既
出
)

右
の
意
味
に
つ
い
て

J
ハ
道
回
生
L

に
つ
い
て
、
中
村
一
芯
著

4w教
語
大
僻
典
ι

で
は
「
六
道
は
業
生
が
業
に
従
っ
て
お
も
む
き
住
む
六
種
の
世
界
。
地
裁
、
競
飢
鬼
、
車

生
、
岡
修
羅
、
入
問
、
天
上
を
去
、
九
四
生
は
生
類
を
そ
の
昌
生
の
形
態
上
か
ら
四
つ
に
分
醸
し
た
も
の
。
胎
生
、
卵
生
、
湿
生
、
化
生
を
い
う
O

L

と
述

べ
て
い
る
。

注
川
仰
の
平
田
高
士
は
、
右
の

J
ハ
遵
西
冷
亡
に
つ
い
て
「
輪
廻
の
世
界
を
い
う
。
地
獄
・
餓
鬼
場
資
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
が
六
濫
で
、
弘
知
生
・
卵

生
・
謹
生
・
也
生
を
い
う
。
述
い
の
世
界
の
す
べ
て
L

と
滞
べ
て
い
る
。

右
は
…
偶
者
と
も
寸
六
道
回
生
し
の
語
句
の
解
釈
と
し
て
述
べ
て
い
る
が
平
田
高
士
は
先
に
挙
げ
た
「
越
州
狗
子
L

の
…
節
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
訳
し
て
い
る
。

J
削
略
i
i
i
(無
の
一
宇
の
別
体
験
こ
そ
詰
〉
釈
迦
に
逢
う
て
は
釈
迦
を
殺
し
(
仏
縛
を
破
り
て
連
勝
に
逢
う
て
は
達
磨
を
斬
っ
て
捨
て
る
(
控
師

縛
を
破
る
〉
の
で
あ
り
、
そ
の
と
き
、
君
た
ち
は
生
死
無
常
の
現
世
に
在
り
な
が
ら
、
無
生
死
の
大
吉
在
を
チ
に
入
れ
、
ム
ハ
道
や
題
生
の
世
界
に
荘
り
な

が
ら
、
す
で
に
平
和
と
真
実
の
世
界
に
遊
ん
で
い
る
。
L

ま
た
、
右
と
同
じ
鵠
醗
に
つ
い
て
安
谷
白
骨
一
古
川
、
逼
げ
の
、
心
髄
・
無
門
関
恥
〈
既
出
、
三
二
i
三
一
一
…
東
〉
で
次
の
よ
う
に
訳
(
嫌
嶋
〉
し
て
い
る
。

し

や

か

だ

る

ま

J
熊
略
g
i
e
-
す
な
わ
ち
仏
と
い
わ
れ
る
釈
迦
が
出
て
来
て
も
、
祖
師
と
呼
ば
れ
る
連
勝
が
出
て
来
て
も
、
一
万
の
下
に
新
り
殺
し
て
し
ま
う
、
と
は
何

か
。
ぞ
れ
は
仏
の
教
、
え
を
聞
い
て
も
、
そ
の
一
言
葉
に
執
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
祖
婦
の
一
畳
一
市
を
開
い
て
も
、
そ
の
一
一
段
匂
の
末
に
持
泥
す
る
こ
と
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
表
現
し
た
の
だ
。

し
た
が
っ
て
貧
苦
に
加
均
し
て
も
憂
う
る
こ
と
な
く
、
慈
賞
に
処
し
て
も
騒
る
こ
と
な
く
、
堂
々
と
正
し
く
、
立
援
に
人
生
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る

む

さ

く

が

書

ち

く

し

よ

う

し

申

ら

と
と
も
に
、
い
つ
死
に
室
面
し
で
も
、
怒
々
と
し
て
、
こ
れ
に
応
と
て
適
当
な
態
度
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
地
様
、
競
由
加
、
議
生
、
修
羅
、

た

い

し

よ

う

る

ん

し

よ

う

L
っ

し

ょ

う

け

L
ょ
う

人
間
、
天
上
等
の
六
道
の
世
界
に
、
あ
る
い
は
胎
生
、
あ
る
い
は
路
生
、
あ
る
い
は
福
生
、
あ
る
い
は
化
生
と
、
何
に
な
っ
て
も
、
決
し
て
瀬
濃
の
境

に
鵠
ま
き
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
常
に
そ
れ
ら
の
生
活
を
、
あ
た
か
も
児
獲
が
嬉
々
と
し
て
余
念
な
く
離
れ
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
、
憐
挟
に
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
じ
な
る
J

と
。
こ
の
方
が
わ
か
り
易
い
。

本
資
料
に
却
し
て
意
訳
す
れ
ば
、

J
t
宛
を
分
け
る
ぎ
り
ぎ
り
の
場
で
な
お
か
つ
態
々
と
自
由
な
心
境
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
世
の
い
か
な
る
趨

り
あ
わ
せ
に
あ
っ
て
も
無
心
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
L

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

む

S
っ
し
よ
う

ぷ
一
山
悌
性
」
①
仏
と
な
る
べ
き
可
能
性
の
な
い
こ
と
。
@
仏
建
は
わ
れ
わ
れ
の
心
に
あ
り
、
あ
ら
命
る
も
の
は
み
な
こ
れ
の
顕
現
で
あ
る
か
ら
、
仏
性

ゆ
げ
ざ
ん
ま
い

に
向
っ
て
、
遊
戴
一
一
一
味
な
ら
ん
。

;
i
後
略
)
(
禅
の
措
錨
認
『
無
門

70 
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特
に
仏
性
と
い
う
こ
と
も
不
要
で
あ
る
、
と
い
う
意
。
(
中
村
元
『
欝
教
語
大
辞
典
』
)

φ
{押
さ
え
る
の
事
窃
手
を
捺
け
る
。
な
で
る
。
多
く
、
刀
め
よ
部
ピ
接
け
る
こ
と
を
い
う
。
(
中
田
祝
夫
編
監
一
修
三
一
語
大
静
典
』

の
ほ
か

紛

「

按
L

小
学
館
)

卓
制
緩
縁
h

や
吋
無
門
関
h

に

と
あ
る
が
、
こ
の
「
按
」
辻
持
さ
え
る
の
意
と
し
て
い
る
。

解
説ー

、
高
上
極
位
之
巻
の
「
高
上
罷
往
」
に
つ
い
て
。

関
口
万
平
吋
関
口
流
柔
極
意
書
』
(
著
述
の
時
期
不
詳
。
関
口
万
平
は
享
和
一
瓦
年
〈
一
八

O
二
〉
七
月
五
司
病
死
、
六
十
歳
)
(
渡

追

謀長
樹

所
収
。

一
九
七
九
、
東
京
コ
ピ

l
出
版
社
)

の
「
印
歌
L

一
ニ
十
三
首
の
中
に
三
口
向
上
ハ

題
意
ノ
上

ノ
位
イ
ナ
リ

と
い
う
歌
が
あ
る
。

の
歌
か
ら
推
し
て

と
は

の
も
う
ひ
と
つ

グ〉

そ
グ〉

の
心
技
に
わ
た

位
と
考
え
ら
れ
る
。

「
高
上
L

の
語
は
、
諸
播
轍
次
『
大
義
和
辞
典
』
に

い
位
し
と
出
て
い
る
が
、
本
資
料
の

グ〉

グ〉

P
E除
、

8

0

4
h
d

‘しな
お
、
柳
生
石
舟
斎
宗
厳
の
可
能
利
詮
涜
兵
法
自
録
事
』
(
慶
長
六
年
八
三
ハ

O
一一
V
二
月
)

(
今
村
嘉
雄
一
端
『
吾
本
武
道
大
系
第

所
収
。

九
八
一
一
、
問
問
舎
出
版
)
に

「
極
意
L

が
「
無
二
親
L

「
活
人
万
し
「
神
妙
綴
L

等
と
と
も
に

こ
れ

グ〉

で
あ
る
の

本
資
料
の

グ〉

の
資
に
な
ら
な
い
。

2 

71 

「
そ
も
そ
も
此
の
兵
捕
は
、
昌
己
獄
…
熱
と
し
て
進
む
こ
と
な
く
溶
く
こ
と
な
く
、

の
如
し
。

し五



{
げ
ん
に
ん
じ
よ
う
)
ハ
び
ょ
う
り
ょ
う
む
よ
う
)

創
部
か
上
に
謁
り
、
氷
醗
上
に
走
る
。

に
拾
い
て

〈
ろ
く
YM
う
し
し
よ
う
}

六
道
民
生
に
む
か
い
て
空
な
り
。

わ

72 

く
、
世
間
の

に
し
て
無
備
性
、

の
真
は
之
を
接
、
ず
る
に
あ
り
と
。

の
兵
籍
是
れ
也
し

3 

の
巻
は
、
林
崎
新
夢
想
流
居
合

の
精
神
を
心
法

い
、
禅
の
一
一
一
一
口
葉
を
か
り
で
表
現
し

ら
れ
る
。
次
に
こ
の
意
訳
を
試
み
る
。

♂
ぞ
も
そ
も
此
の
兵
籍
〈
林
崎
新
夢
想
流
麗
合
の
技
法
)

は
、
教
と
対
し
た
と
き
、

た
だ
自
己
黙
然
と
し
て
前
に
進
む
こ
と
な

く
、
後
に
退
く
こ
と
も
な
く
可
ま

に
動
く
こ
と
も
な
い
。

ま
き
に
無
心
に
し
て
し
か
も
散
の
動
き
に
試
問
髪
を
入
れ
ず
に

対
応
す
る
姿
勢
で
あ
る
。

生
死
の

わ
が
身
の
無
事
な
ど
頭
を
か
す
め
る
こ
と
も
な
く

の
関
に

身
を
投
げ
入
れ
て
わ
が
太
万
に
活
殺
を
ゆ
だ
ね
る
と
こ
ろ

の
真
髄
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
生
死
の

透
徹
し
た
無
心
な
自
由
安
得
て
こ
そ
、
現
世
の
い
か
な
る
穎
逆
の

に
も
迷
う
こ
と
な
く

に
遊
ぶ
こ
と
が

〈
し
つ
う
ぶ
つ
し
よ
う
〉

切
費
生
、
悉
有
傍
性
〉
と
い
う
意
味
に
あ
た 古

人
が
一
去
っ
て
い
る
。
世
間
の

は
確
か
に
空
で
は
あ
る
が

そ
の
空
は
〈

る
。
し
か
し
真
の
空
は

の
境
に
身
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
仏
性
の
有
無
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
だ
、

と
。
こ
の
兵

術
(
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の
技
法
〉

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
し

参
考

勺
山
之
井
流
居
合
徳
川
知
脅
し
の
勺
居
合
業
L

の

節
〈
由
之
井
流
活
合
は
、
林
崎
流
の
末
流
、

E 

本
武
道
全
集
第
七
巻
h

所
収
。
一
一

を
参
考
に
挙
げ
て
お
く
。

(
い
づ
}

「
鋭
の
輸
に
あ
る
を
抜
き
は
な
す
所
居
合
唱
。
叡
初
な
る
所
な
れ
共
鞘
奇
抜
所
に
気
に
ひ
か
れ
心
の
出
る
あ
り
。

に
し
て
無
我



{

か

な

ら

ず

)

(

遅

)

《

血

く
〕

惟
臨
機
応
変
、
手
の
柄
に
掛
る
と
不
レ
掛
毒
厘
の
問
に
於
て
居
合
の
工
夫
あ
り
。
太
万
を
抜
く
と
思
へ
ば
必
変
に
を
く
れ
、

，
抜

(
ぬ
く
)

ま
じ
と
思
へ
ば
心
滞
留
し
て
太
刀
不
レ
抜
、
変
に
不
レ
応
な
り
。
我
と
我
不
レ
知
し
て
変
来
れ
ば
手
、
刀
の
柄
に
掛
り
、
抜
と
不
レ
思
し

て
万
鞘
を
離
れ
て
応
ず
る
。
|
|
中
略
|
|
居
合
と
は
人
に
切
ら
れ
ず
人
不
レ
切
。
惟
平
ら
か
に
受
留
て
勝
と
古
人
も
教
示
な
り
。

み
つ

孟
子
日
、
志
は
気
の
師
な
り
。
気
は
鉢
に
充
る
な
り
。
其
志
の
指
図
に
随
ひ
、

も
不
レ
入
事
、
居
合
の
極
意
な
り
。
以
下
略
し

9
、
「
居
合
秘
歌
之
巻

六」

巻
子
本

秘
歌
之
大
事
写
真附

①
千
八
品
木
草
薬
と
聞
し
か
と

(
病
)

(知
)

と
の
や
ま
ひ
に
と
し
ら
て
詮
な
し

②
早
く
な
く
遅
ハ
あ
ら
し
重
く
な
く

(軽
)
か
ろ
き
事
を
ハ
あ
し
き
と
そ
い
ふ

③
居
合
と
は
人
に
切
ら
れ
す
人
き
ら
す

(平
)

(
か
っ

た
冶
請
留
て
た
い
ら
か
に
勝

④
本
乃
我
に
勝
か
居
合
の
大
事
也

73 

一
身
に
充
の
気
出
て
働
く
。
其
聞
に
私
の
心
を
幸
毛

居合秘歌之巻・六 「秘歌之大事J(1)①より⑥まで。写真附
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⑬ 浮 ⑫ 抜
⑪ 手下 ⑩ 世中

⑨ ⑧ 後 2 ⑥ ⑤ 鍔
せ涙 つ

草 ノ¥ は よ よ lま
を き

ち，

み り と み た」ー

か たるかそお我短にこ言た語かはまにふ末冶人

き冶ぬ員へハもよきてゑす手また押詰 りてと拳に

わき員)かす上ふりか勝取を抜のと《v雪 な と行あもくのき)孟
けるね/¥手は外た ぬひ柳上を た面)か
事ハ の池のな こくし たふ来てふ
見れにきaも上の物利へやそれと るととハ

ハ大れそ孟、の蛙をはなさ是を主ハお手をく聞も非方な
底事るしか函)なしすつ 2き かやすとハな
のこ此りきりと かいりか万そ下きの
月 そ万は り 't 也き万ふけて い手ハをZ側 lりf 
あ し物 り られつ ふとひ
れ す ん カミ 云か り

な(注2) 
(注I) る 、可.匹. 

ち‘ と

写真側居合秘歌之巻 ・六「秘歌之大事J (2)⑤より⑪まで。



(知
)

愛
に
有
と
ハ
い
か
て
し
ら
れ
ん

⑬
居
合
と
は
心
に
持
)っ
か
居
合
也

(逆
)

人
に
き
か
ふ
は
非
方
な
り
け
り

(
た
て
)

(怒
)

⑬
人
い
か
に
腹
を
立
つ
、
い
か
る
と
も

(拳
)

(

放
)

心
に
万
こ
ふ
し
は
な
す
な

〈
ち
ょ
う
}

⑬
ひ
し
と
つ
く
丁
と
留
る
ハ
居
合
也
写真鰯

(
盆

回

)

抜
ぬ
に
切
ハ
我
を
か
い
す
る

⑫
二
人
に
ハ
勝
れ
き
り
け
り
忍
刀
て

銀
に
恐
れ
て
手
ハ
出
き
り
け
り

(弱
味
)

⑬
居
合
と
は
よ
ハ
み
斗
て
勝
も
の
を

(強
味
)

つ
よ
み
て
勝
ハ
非
方
な
り
け
り

(見
)

(

見
)

⑬
み
よ
や
ミ
よ
憂
世
を
渡
る
漬
淵

(簿
)

魚
と
水
と
の
か
、
り
火
の
影

(広
)

⑫
世
ハ
ひ
ろ
し
折
に
寄
り
て
そ
替
ら
ん

(我
)

(
知
)

わ
れ
し
る
斗
よ
し
と
思
ふ
な

(向
)

注
印

@
白
羽
か
む
か
ふ
七
つ
を
た
の
ミ
に
て

75 

左
り
右
り
を
な
に
と
防
む

(金
胎
)

注

側

⑫
こ
ん
た
い
の
両
部
の
二
つ
見
え
に
け
り

居合秘歌之巻・六「秘歌之大事J(3)⑬より@まで。写真鯛
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(
始
)

兵
法
あ
れ
は
居
合
は
し
ま
る

(

至

)

(

ぬ

る

し

こ

の

み

)

③
い
た
ら
ぬ
に
免
好
を
す
る
入
は

居
合
の
恥
を
我
と
か
く
な
号

へ
き
心
こ
そ

て
の

J¥ 

し

@
執
心
の
あ
ら
ん
に
ハ

(
佼
)
く
ら
ひ
残
す
な
大
事
な
る
こ
と

(

開

閉

)

(

間

)

@
引
も
ま
よ
か
、
る
も
ま
と
ハ
知
な
か
ら

(

後

)

(

き

る

)

ぬ
か
ぬ
に
切
は
非
方
な
り
け
り

寺本
明
禅

林
o寄
甚

重
信

田
宮
平
丘
ハ
藷
照
常



浅
利
伊
兵
衛
尉
毅

‘叩格

山

}

ゑ

の

抜

」

は

〈

今

村

嘉

雄

一

編

守

日

本

武

道

全

集

第

七

巻

』

所

収

、

九

頁

)

の

名

之

事

」

の

項

に

勺

》

こ

ゑ

を

か

ね

に

抜

合

す

る

故

、

こ

ゑ

の

抜

と

号

悲

し

と

述

べ

て

い

る

つ

ま
た
1

位
合
」
の
項
に
は
っ
前
略

i
i

後
よ
之
内
な
く
抜
掛
る
共
、
数
修
行
有
者
な
れ
ば
、
其
の
殺
は
技
稽
吉
之
位
に
語
、
戸
な
く
好
掛
る
共
、

其
気
鋭
我
鵜
に
う
つ
る
も
の
世
。
社
ハ
持
ふ
り
む
き
抜
合
な
ば
、
た
が
ひ
に
位
を
以
な
す
事
故
、
合
ぬ
と
一
五
事
有
ま
じ
o
t
-
-
後
略
L

結
局
‘
後
よ
り
黙
っ
て
だ
ま
し
荘
ち
の
よ
う
な
こ
と
は
す
る
必
要
が
な
い
ο

声
を
掛
け
て
」
円
の
抜
い
で
勝
負
す
る
技
法
を
捧
得
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ

ヴ

ω。

間
ー
そ
し
り
は
し
す
な
」
は
吋
誇
り
ば
し
す
な
」
で
「
誘
り
な
ん
か
す
る
な
L

の
意
乙

同

J
口
翠
む
ふ
七
つ
ん
の
「
七
つ
」
の
こ
と
の
こ
れ
は
「
七
つ
の
技
し

よ
杯
崎
流
居
合
指
南
秘
法
之
欝
』
(
既
出
。
二
八
五
i
二
九

O
頁
)
の

ひ
か
え
し

る
技
七
つ
、
寸
非
返
之
事
」
に
あ
る
技
七
つ
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
o

Mm

「
こ
ん
だ
い
」
は
「
金
胎
」
の
こ
と
で
、
「
金
制
的
界
し
と
「
絵
蔵
界
し

村
一
万
守
鵠
教
語
大
講
議
C
〉

七
首

に
あ
る
技
七
つ

に
あ

「
大
百
如
来
理
智
め
議
、
す
な
わ
ち
其
の
心
髄
よ
り
顕
れ
た
る
諸
相
J

{
中

解
説ー

、
林
崎
薪
夢
想
流
忠
治
合
の

て

い
る
。
何
れ
も
、
居
合
の
心
技
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
議

視
し
歌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

の
技
法
や
心
法
を
歌
に
託
し
、
道
歌
、

の
行
聞
に
持
入
し
た
り

あ
る
い
は
一
巻
に
ま
と
め
る
こ
と
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
。
古
く

ご

六

O

月
、
在
舟
斎
柳
生
宗
厳
が
金
巻
流

77 

龍
の
家
一
克
・
竹
田
七
郎
に
贈
っ
た
「
お
舟
粛
兵
法
百
首
L

句。。

巻』



-ぉ・
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78 

六
六
頁

2 

『

5
本
武
道
全
集
第
七
巻
』
(
既
出
)
に
、
林
崎
流
居
合
の
系
統
を
引
く
流
抵
の

数
巻
収
め
ら
れ
て
い
る

そ
の
中
の
「
田
村
流
括
合
目
録
」
に

の
項
が
あ
り
、

そ
こ
に
二
十
首
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
(
一

恥叩ιωノ、

真

グ〉

一
十
首
の
中
の

多
少
の

の
穫
い
方
に
違
い
が
あ
る
に
し
て
も
、

の
二
十
七
首

て

い
る
歌
が
為
る
。
そ
の
十
五
首
と
い
う
の
は
本
資
料
の

φ
舎

φ
⑤
e
e
@
⑬
⑫

9
0⑬
⑫
@
窃
で
あ
る
。

ま
た
本
資
料
に
な
い

に
次
の

あ
る
。

@
と
、
っ
と
出
る

刀
を
思
ひ

悟
べ
し

の
万

鍔
は
か
ま
は
じ

②
み
な
人
の

グ〉

有
号
と
一
五
ふ

に
と
ら
ざ
れ
ぼ

日
/、

紙

@
水
嘉
の

ゆ
た
か
な
り
け
る

姿
こ
そ

ゆ
た
か
に
は
な
し

心
ひ
ま
な
し

て

深
く
執
心

な
る
な
ら
ば

大
節
の

居
合

筋

知
ら

こ
と
な
語
る
な

3 

の
「
居
合
之
歌
」
〈
ム
印
で
一
不
す
)

カf

ら

そ

の
使
い
方
に
違
い
の
あ
る
歌
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首
、
を
次
に
紹
介
す
る
。

①
千
八
品
木
草
薬
と
開
し
か
と

と
グ〉

ひ
に
と
し
ら

ム
千
世
の
品

草
木
薬
と

閉
し
か
ど

ど
の
病
に
と

し
ら
で
せ
ん
な
し

②
早
く
な
く
運
ハ

カミ

ハ
あ
し
き
と
そ
い
ふ

ム
早
く
な
く

遅
く
は
あ
ら
じ

軽
く
な
く

あ
し
き
と
ぞ
い
ふ

③
居
合
と
は
入
に
切
ら
れ
す
入
き
ら
す

た
為

て
た
い
ら
か
に
勝

ム
居
合
と
は

人
に
き
ら
れ
ず

人
き
ら
ず

た
だ
請
と
め
て

に
せ
よ

@
つ
よ
み
に
て
行
あ
た

ま
ち
と
柳
を
上
手
と
そ
い
ふ

行
当
を
ば

ム
つ
よ
み
に
て

下
手
と
い
ふ

ま
り
に
柳
を

V' 

ふ
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告
後
よ
り
た
ま
す
手

こ
ゑ
の
抜
と

ム
後
よ
り

っ
く
は
は
づ
る
る

声
の
抜
と
は

⑬
世
中
に
我
よ
り
外
の
物
な
し
と

そ
な
か
り
け
れ

い
ふ
ら
ん

事
誌
な
し

せ
め
て
か
く
也

ム
世
の
中
に

設
よ
り
外
の

お
も
ふ
は
池
の
蛙
な
り
汁
り

物
み
ら
じ
と

思
ふ
は
池
の

蛙
な
り
け
り

た
》

⑫
抜
ハ
き
る
ぬ
か
ね
ハ
き
れ
よ
此
万

こ
そ
あ
れ

ム
抜
ば
き
れ

抜
、
ず
ば
切
な

た

⑬
浮
草
を
か
き
わ
け
見
れ
ハ
底
の
丹

こ
そ
あ
れ

止と
万

ム
浮
草
を

か
き
分
み
れ
ば

愛
に
有
と
ハ
い
か
て
し
ら
れ
ん

グ〉

月

こ
こ
に
み
り
と
は

い
か
で
知
る
べ
き
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ヘ
@
人
い
か
に
綾
を
立
つ
、
い
か
る
と
も

心
に
刀
こ
ふ
し
は
な
す
な

ム
人
い
か
に

イ〉

ーコ

い
か
る
と
も

こ
こ
ろ
と
万

こ
ぶ
し
ゆ
る
す
な

@
ひ
し
と
つ
く
丁
と
寝
る
ハ

抜
ぬ

ハ
我
を
か
い
す
る

ム
ひ
し
と
つ
く

ち
ょ
う
と
止
る
は

つ
か
ん
に
窃
ば

@
二
人
に
は
勝
れ
き
り
け
り
忍
刀
て

銀
に
恐
れ

ハ
出
き
り
け
り

勝
れ
W
C
り
け
り

た
ば
か
り
て

ム

人
に
は

つ
る
ぎ
に
恐
手
は
出
ぎ
り
け
り

ハ
ゆ
る
し
こ
の
み
〉

。
い
た
ら
ぬ
に
免
好
を
す
る
人
は

居
合
の
恥
を
我
と
か
く
な
り

ぬ

す
る
な
と
は

ム

の
恥
を

か
か
む
そ
の
た
め

こ
の

の
心
技
に
微
妙
な
瀧
異
が
生
じ
て
く
る
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
流
議
の
間

に
で
き
会
い

4
、
一
言
葉
の
使
い

で

しE

つ

ど
グ〉

の
違
い
が
生
じ
て
き
た
の
か
そ
の



例
え
ば
@

ハ
み
ら
し
重
く
な
く

ろ
き
事
を
ハ

ぃ
、
っ
」
と
い

L
H
4
3
し

」

H
円三一コロ

82 

歌
で
は
「
平
く
な
く

遅
く
は
あ
ら
じ

軽
く
な
く

あ
し
き
と
ぞ
い

て
い
る
か

心
和
銀
秘
之
巻

全
』
(
吋
日
本
武
道
全
集
第
七
巻
』

グ〉

Jま

で
誌
な
い
。

で
は
浬
軽
弘
語
審
の
林
崎
新
夢
想
流
の

グ〉

た
も
の
で
あ

ま
た

か
で
は
な
い
。

(

抜

〉

、

切

)

「
抜
ハ
き
る
ぬ
か
ね
ハ
き
れ
よ
此
刀
た
3

き

〈
き
る
〉

抜
ず
ば
切
な

こ
そ
あ
れ
」
と
い
う
歌
が

で
は

ろ
う
か
。
こ
の
辺
の

此
万

f二

}
そ
あ
れ
」
と
な

て
い
て

前
者
詰

(
切
)

か
ね
ハ
き
れ
よ
」
で
あ
る
。
っ
抜

(
き
る
V

ず
は
切
な
」
は
「
居
合
之
極
秘
歌
」

の
表
現
を
し
て
い
る
か
ら

で
誌
な
い
。

や
は
り
津
軽
弘
前
藩

の
林
崎
新
夢
想
流
の

に
書
き
替
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
「
居
合
之
極
秘
歌
い
に
「
ぬ
か
ず
と
も

此
太
刀

ぬ
け
て
な
を

切
よ
此
太
刀

は
や
き
手
の
内
」
と
い

流
」
の
歌
を
紹
合
し
て
い
る
。

こ
と

Jま

い
が
、
居
合
視
の
微
妙
な
違
い
が

の
歌
に
替
、
え
き
せ
た
の
で
は
な
い
か

れ
る
。

口
、
「
均
禄
夢
想
農
合
極
意
之
巻
」

巻
子
本

日



抑
此
一
之
太
万
と
い
ふ
ハ
均
禄
夢
中

(

勿

然

)

に
一
人
之
老
翁
こ
っ
せ
ん
と
あ
ら
ハ
れ

汝
林
崎
新
夢
想
流
居
合
数
年
遂

稽
古
銅
術
之
極
意
依
望
深
授

此
妙
術
然
に
此
太
万
と
云
ハ
懸
の
内
に

注
間

待
有
彼
の
内
に
懸
あ
っ
て
懸
待
の

両
部
を
か
ね
た
る
秘
術
也
故
に

一
之
太
万
と
い
へ
と
も
万
法
自
由
に

し
て
敵
の
嬰
に
よ
く
聴
す
る
妙

術
な
り
汝
此
太
万
を
以
得
大
利
云
々

又
老
翁
の
日
封
敵
勝
負
の
大
事
写真
附

極
意
秘
密
乃
心
法
是
也
と
て
員

か
ら
の
中
へ
壱
つ
ノ
玉
を
入
て
二
振

ふ
っ
て
秘
術
無
此
外
云
々
均
禄

夢
中
に
答
員
か
ら
左
右
合
た
る
ハ

敵
と
我
と
合
た
る
心
也
扱
二
ふ
り

振
玉
ふ
ハ
勝
と
負
と
の
二
つ
な
り

83 

ひ
っ
き
ゃ
う
勝
負
の
大
事
と
い
へ
ハ

均禄夢想居合極意之巻(1)写真(紛)

F
1

九
位
を

p
t
i
-
-1・z
i
'
h弘
泊
三
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此
一
心
の
外
不
有
之
と
答
其
時

老
翁
よ
き
哉
/
¥
と
云
々
写真
側

一
、
壱
つ
之
目
付
之
事

て
壱
つ
玉
外
物
秘
術
之
事

右
此
一
巻
ハ
別
市
居
合
之
極
意
均
禄

夢
想
妙
術
之
秘
事
た
り
と
い
へ

と
も
林
崎
新
夢
想
流
居
合
被

遂
数
年
稽
古
極
意
相
侍
之
上

弥
依
御
志
深
令
授
与
早
猶
以

工
夫
無
間
断
可
有
御
執
行
者
也

O
老
翁

夢
延想
賓之
八二年

f交号
暦9

九
月
十
一
日

口
侍

口
侍
無
量

j美

伊
兵
衛

利源
均
禄

(朱
印
・
花
押
)

均禄夢想居合極意之巻(3)写真側



弟
子
中
募
執
行
尤

侍
技
者
・
也

人
柄
可
然
入
弊
五
時

注
1
、

「

一

之

太

刀

」

(

今

梓

嘉

誰

編

司

日

本

武

道

全

集

第

七

巻

』

所

収

、

入

間

頁

、

既

出

)

に

之

太

刀

L

に
つ
い
て

次
の
一
俸
が
あ
社
組
事
輿
艇
に
至
る
ま
で
、
表
身
初
太
刀
よ
り
出
た
る
も
の
也
。
基
線
一
光
、
元
郵
林
埼
甚
飴
藁
倍
夢
の
市
内
に
林
照
明

(

教

)

(

品

製

〉

持
よ
り
の
け
き
の
一
太
刀
を
得
た
り
。
扱
明
神
袈
裟
の
万
を
お
し
ゑ
給
う
こ
と
、
全
く
人
を
害
せ
よ
と
の
を
し
ゑ
じ
あ
ら
ず
o
i
l
-
以
下
略
ん
と
あ
る
。

お

も

て

み

《

は

か

》

ま
た
「
表
身
、
心
持
之
歌
」
の
ひ
と
つ
に
「
初
太
刀
こ
そ
、
神
の
を
し
ゑ
し
袈
裟
刀
き
る
に
は
あ
ら
で
か
く
る
な
り
け
り
」
と
あ
る
。
「
口
伝
譲
り
無

し
」
と
い
う
浅
制
約
捗
共
揮
の

J
之
太
刀
L

も
、
こ
の
林
崎
議
掛
合
の
根
本
技
を
体
得
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

日濡

2
、
「
懸
待
」
懸
誌
攻
め
る
こ
と
、
待
は
守
る
こ
と
。
武
芸
に
関
す
る
書
で
「
懸
待
」
の
技
と
心
の
夜
り
方
に
つ
い
て
触
れ
な
い
替
が
な
い
桂
述
べ
ら
れ
一
時
間

ら
れ
て
い
る
大
事
で
あ
る
。
こ
、
で
は
「
懸
待
一
致
」
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
か
か
る
こ
と
と
守
る
こ
と
が
同
時
に
構
わ
っ
て
い
る
こ
と
の

撃
で
あ
る
が
、
攻
撃
の
み
に
集
中
し
て
い
て
攻
撃
の
中
に
守
備
の
体
勢
に
す
ぐ
移
れ
る
用
意
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
万
一
攻
撃
に

失
敗
し
て
逆
襲
さ
れ
て
も
、
受
け
ら
れ
る
体
勢
が
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
「
懸
待
一
数
い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
辻
、
状
況
に
応
じ
て
郎
感
心
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
技
と
体
き
ぱ
き
の
練
磨
が
必
要
で
あ
る
し
、
ま
た
、
必
要
以
上
に
敏
感
に
長
応
し
て
は
、
か
え
っ
て
つ
け
込
ま
れ
る
の
で
不
動
心
の
極

養
も
必
要
で
あ
る
ο

〈
笹
間
良
彦
当
時
凶
説
母
本
武
道
辞
典
ι
参
加
熱
〉

浅

利

伊

兵

揮

は

之

太

刀
L

に
こ
の
「
懸
待
一
致
L

を
工
夫
体
得
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

解
説1 

グ〉

ょ
う
と
書
き
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
伊
兵
衛
均
禄
の

85 

浅
利
伊
兵
衛
均
操
自
身
が
体
得
し
た

之
太
万
」
を
、
弟
子
中
秀
れ
た
る
人
物
に
極
意
の
巻
と
し
守

の
程
が
伺
え
る

2
、
均
禄
夢
想
居
合
極
意
之
巻



86 

事件一
)之
此
太

グ〉
一刀

口
博
無
量

い
ふ
は

人
の
老
翁
勿
然
と
現
わ
れ
、
汝
林
崎
新
夢
懇
流
居
合
数
年
稽
在
を
遂
げ
、
銀

ふ
は
、
懸
の
内

設
の
内
に
懸
あ

て

術{
け
ん
た
い
V

懸
待
の
爵
部
を
兼
ね
た
る
秘
衝
也
。
故
に
一
之
太
万
と
い
へ
ど
も
、
万
法
自
由
に
し
て
敵
の
変
に
よ
く
感
ず
る
妙
術
な
り
。
汝
批

望
み
深
き
に
依
り
此
の
妙
術
を
授
く
。
然
る
に
此
の
太
刀
と

の
太
刀
を
以
っ
て
大
利
を
得
べ

又
、
老
翁
の
日
く
、
対
敵
勝
負
の

グ〉

て
、
呂
(
熟
成
の

中
へ
ひ
と
つ
の
玉
を
入
れ
て

援
り
振
っ
て
秘
術
此
の
外
は
な
し
と

(
こ
の
意
は
伺
ぞ
と
関
わ
れ
)
均
禄
夢
中
に
い
わ
く
、

せ
た
る
は
敵
と
我
と
合
し
た
る
心
告
。
き
て

一
振
り
援
り
五
ふ
は
勝
と
負
と
の

つ
な
り
。
必
寛
勝
負
の

い
へ
ば
此
の

心
の
外
こ
れ
寄
る
べ
か
ら
ず
と
答
う
。

云。

一
、
士
宮
つ
の

イコ
グ〉

玉

外Z
物8日
秘イす
術の
之事
事

日口

右
此
の

巻
誌
別
し

均
禄
夢
想
抄
術
の
秘
事
た
り
と
い
へ
ど
も
、
品
終
結
e

新
夢
想
流
借
金
数
年
稽
古
を
遂
げ
ら

れ
、
極
意
相
伝
の

い
ト
品
い

に
依
り
授
与
せ

ぬ
。
な
お
以

て
工
夫
間
断
無
く
御
執
行
有
る
べ
き
も
の

(つの〉

弟
子
中
執
行
募
り
、
尤
も
人
税
黙
る
べ
き
人
株
、
ぇ
伝
授
す
べ
き
も
の
定
。

3
、
浅
利
伊
兵
錯
均
禄
が

の
古
田
甚
五
J

兵
衛
(
後
に
半
兵
告
と
改
名
〉

よ
丹
最
終
的
に
「
印
可
之
巻
」

請
文
之
事
」
)

グ〉

iま

六
八

O
)

日
で
あ
っ
た
。

の
日
付

日
L 

は
そ
の
「
印
可
之
巻
」
を
受
け
る
直
前
で
為
る
。
曽
田
流
太
刀
と
と
も
に
、
岩
合
に
つ
い

こ
ろ
が
あ

た
と
志
わ
れ

る



4
、
浅
利
伊
兵
衛
の
居
合
の
師
は
常
井
喜
兵
衛
で
あ
る
が
、
大
酒
家
で
破
目
を
は
す
ず
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
の
師
に
代
っ
て
、
実
際

し
て
、
当
時
す
で
に
相
当
な
境
地
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
c

は
、
七
戸
権
右
衛
門
や
浅
利
伊
兵
衛
が
門
弟
を
指
導
し
て
い
た
と
い
う
。
(
『
奥
富
士
物
語
・
巻
四
下
』
参
照
)
こ
の
資
料
か
ら
推

叩
、
極
意
相
侍
之
巻

巻
子
本

明抑
4 居
一1可必勺i王 メ会、
豆主(ω]) ロ

7完五 者
戸苅
之従

査林
法 正写写

真

者
上
i

古
中
1

古
難
レ
有
一
一
数
多
一

此
居
合
末
世
相
磨
之
太
万

手
近
之
勝
負
一
命
之
有

土無
之注極
士興(2)二
三守 止七

不居
審合

之三A.
A'i悟べJ日

未 P

元妻
有 i差

之

或唯
時霊
奥夢
yb 依
7JJ] ー}
林三:
崎雪
甚ず
豊島此
事始

依
二
兵
法
之
望

一林
明
1

神

参
龍
満
暁
夢
中
告
云
、
汝

87 

極意相博之巻(1)写真側



88 

注
山
間

l

以
二
此
太
万
一
常
胸
中
憶
持
得
レ
勝
一
一写真側

怨
敵
一
云
々
則
如
レ
霊
夢
成
得
一
一
大

写誌利

一i 腰表万
六以

立高三二
…一
勝尽

之寸
十一

本勝
九
す

思
儀
之
極
位
一
園
一
人
之
相

侍
也
腰
万
三
尺
三
す
者
過
現

注
問
注
側

未
之
三
心
三
身
則
三
宝
也

注

側

注

側

王
法
是
為
レ
三
銀
禅
門
有
十
注
附

八
種
銀
六
種
飯
十
二
種
飯
干
人

注

間

注

間

是
済
家
宝
中
重
代
禍
僧

注

ω
裁
断
修
行
也
殺
人
万
活
人

問
都
在
一一
掌
握
中
一
脇
指
九

注側

す
五
分
者
九
品
蓮
葉
創

出
二
時
憂
苦
海
中
一生
死
魔

注
側
注
側

:
;
)

軍
追
倒
樟
道
九
曜
五
写
真例

注
側
注
側

古
之
内
謹
也
是
則
為
一
一
曹

注

ω

洞
五
位
之
秘
訳
一
敵
味
方

極意相博之巻(2)写真(70)



中感注成
便也(:l4)事
大生是
舜死亦
光一前
土詰林生注
也一而之(23)
如百業

詰寄

事
現
世

魔
利
支
尊
天
之
護
身
符
也

此
居
合
千
金
賜
以
下
レ
貴
但

於
二
賓
嘗
之
人

一可
レ
博
一

一附
之

一兵
利

明心
之懸
息者

言書
利芯
正二ア

息詰15
一 一

レ、神
I、
済

身

耳

畢
寛
黙
然
良
久
云

珊
瑚
枝
々
捧
著
月
注的

I 10 

林|喜
明丹
l正
神|

林
崎
甚

89 

長
野
無
楽
斎
檀
露

一
宮
左
太
夫
照
信
|
|
|
」

田
宮
平
兵
衛
照
常
重
信

極意相博之巻(3)写真。1)



90 

、清

治
「
撒
縄
州
林
之
明
神
」

2
本
朝
武
十
一
同
小
伝
ら
(
式
道
警
刊
行
会
…
縞
吐
新
編
武
術
叢
書
(
全
)
』
所
段
、
八
九
i
九

O
頁
。
一
九
六
八
、
人
物
住
来
社
)
の
「
林

轄
英
一
動
態
一
…
一
村
山
い
の
壊
に
「
い
似
替
に
は
輿
掛
川
橋
間
の
近
辺
に
、
林
崎
明
神
と
一
戸
ふ
神
社
あ
り
。
甚
助
誌
の
神
を
摂
り
て
妙
旨
を
悟
る
」
と
あ
る
。

ま
た
、
綿
谷
一
山
手
山
間
思
文
編
ぷ
世
間
流
説
大
事
議
ハ
ι

(
…
…
一
八
六
貞
、
…
九
六
九
、
新
人
物
往
来
社
〉
じ
は
、
橋
岡
林
崎
明
神
と
し
て
、
「
山
形
県
村
山
山
市

東
根
崎
字
楯
師
、
後
に
勝
合
神
社
と
搭
称
す
る
い
と
出
て
い
る
。

{
ぞ
く
事
ん
へ
ん
ど
}

出
「
粟
散
撞
土
」
「
粟
散
問
。
(
憐
)
小
持
留
め
説
。
小
邦
関
土
の
天
下
に
散
寂
す
る
は
、
人
の
薬
を
把
り
て
盤
士
に
散
闘
し
、
各
方
錠
を
得
し
む
る
が

如
く
、
笠
(
の
数
甚
だ
衆
多
な
る
が
故
に
一
五
、
三
台
、
印
度
に
小
邦
国
二
百
以
下
あ
り
し
と
訟
う
。
我
が
国

ιて
、
古
米
自
称
し
て
架
散
沼
土
・
薬
散
近
関
・

粟
散
片
州
な
ど
を
一
五
う
。
遂
に
転
じ
て
我
が
日
本
患
の
異
称
と
な
れ
り
。
」
(
講
談
社
『
大
字
典
ピ

同
W

「
勢
崎
甚
助
」
前
記
『
本
朝
武
芸
小
伝
』
(
こ
の
書
は
全
十
巻
で
天
道
流
・

5
高
繁
高
に
よ
っ
て
正
諒
五
年
八
一
七
一
四
〉
脅
か
れ
、
卒
保
元
年
八
一

七
一
六
〉
刊
行
き
れ
た
)
に
「
林
崎
甚
劫
重
信
は
奏
艇
の
人
な
り
。
林
崎
の
明
神
を
折
り
て
万
街
の
籍
抄
を
情
る
。
此
の
人
中
興
抜
刀
の
始
控
な
り
や
(
以

下
腕
時
ご
と
あ
る
。

ま
た
、
前
記
吋
武
芸
流
祇
大
事
典
』
(
三
八
六
頁
)
で
は
、
山
閏
次
朗
士
口
氏
の
引
吊
さ
れ
た
『
式
衛
太
怠
成
伝
』
に
拠
れ
ば
と
断
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
ο

議
効
、
名
は
氏
紫
、
天
文
十
七
年
二
五
間
入
〉
相
模
生
ま
れ
。
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
〉

mm
月
十
呂
(
当
時
四
十
八
歳
)
か
ら
慶
長
三
年
二
五
九
八
)

九
月
十
五
日
ま
で
の
四
年
間
、
武
州
…
の
{
お
〈
い
ま
大
山
潟
市
〉
の
社
地
に
住
し
、
除
鵠
開
会
の
護
に
も
と
づ
い
て
抜
刀
を
工
夫
し
、
純
白
伝
と
号
す
。
そ
の

後
、
諸
国
一
遍
歴
の
旅
に
出
て
元
和
一
一
年
三
六
二
三
二
月
ニ
十
八
日
、
武
州
川
離
の
甥
、
高
松
義
円
以
ハ
栂
を
お
と
ず
れ
て
驚
年
七
月
ま
で
搭
荘
。
そ
の
後
、

七
十
コ
一
識
で
奥
州
へ
旅
に
出
、
額
接
の
涜
患
は
不
明
で
あ
る
。
享
保
元
年
ご
七
二
三
二
主
流
の
輿
幸
四
郎
{
高
松
鶴
兵
衛
の
予
の
…
…
付
加
え
の
門
人
〉
が
議

、
王
に
な
っ
て
、
川
越
の
蓮
馨
寺
に
墓
碑
を
立
て
、
甚
助
の
生
問
、
鎌
倉
材
木
建
光
明
守
の
退
去
較
に
名
を
と
ど
め
た
、
と
い
う
。

林
崎
甚
助
の
抜
刀
術
は
、
流
名
を
神
夢
梧
林
崎
流
と
い
う
が
、
他
に
林
崎
夢
想
流
、
林
崎
説
、
林
崎
新
夢
想
流
、
林
崎
神
夢
流
な
ど
と
も
一
ぷ
わ
れ
て
い



ヲ
h
v
o

{
お
〈

tv

川
間
「
護
持
」
金
仏
教
語
。
記
慢
を
持
ち
続
け
て
忘
れ
な
い
こ
と
。
心
に
思
い
念
じ
て
い
る
こ
と
。
争
思
惑
深
く
、
分
間
の
あ
る
こ
と
。

山
川
「
腰
刀
以
同
一
三
回
八
三
寸
一
勝
二
九
寸
五
会
一
」
前
記
吋
夢
想
流
お
(
今
村
嘉
誰
編
「
日
本
式
道
大
系
第
一
一
一
巻
」
所
収
〉
で
は
「
襲
万
三
尺
…
…
一
寸
、
以
二
脇
差

九
寸
五
分
一
務
」
と
表
現
し
て
い
る
。
本
資
料
の
後
の
方
に
「
脇
蓋
九
寸
五
分
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
九
す
五
分
」
は
「
脇
差
」
の
意
味
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
の
霞
所
は
「
腰
刀
…
一
一
尺
三
寸
と
務
差
九
寸
五
合
を
以
っ
て
勝
つ
」
と
表
現
し
な
け
れ
ば
意
味
が
通
ら
な
い
。

〈

お

も

て

)

{

ワ

か

令

ち

〉

へ

な

か

ど

}

ω間

「

表

六

寸

」

誌

記

dyω
抑
制
泣
』
及
び
『
田
宮
流
賠
詩
鎮
恥
で
は
「
柄
口
六
す
い
と
表
現
し
て
い
る
。
「
柄
日
L

と
一
は
刀
の
中
予
の
入
る
べ
き
「
柄

の
口
も
と
」
の
こ
と
。

き
ん
し
ん
さ
ん
じ
ん

的
「
一
ニ
身
=
一
心
」

J
一身
L

辻
仏
の
一
二
つ
の
身
体
。
イ
ン
ド
の
大
乗
仏
教
に
お
い
て
4

仏
に
つ
い
て
三
つ
の
身
体
を
想
定
し
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
続

政
ハ
に
よ
っ
て
必
ら
ず
し
も
閉
じ
で
は
な
い
が
、
一
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。
法
身
。
報
身
。
応
身
。
①
法
身
誌
、
形
を
越
え
た
真
如
の
き
と
り
そ
の
も
の

oe報

身
は
、
審
議
が
願
と
行
と
に
報
わ
れ
て
得
る
仏
身
G

岳山
b
身
は
、
衆
生
を
導
く
た
め
に
相
手
に
応
ヒ
て
現
わ
れ
る
仏
の
身
体
。

コ
ニ
心
」
仏
道
を
修
行
す
る
者
の
必
ら
ず
修
め
な
く
て
誌
な
ら
な
い
…
一
一
つ
の
最
も
基
本
的
な
心
の
夜
り
方
。
す
な
わ
ち
、
戒
心
。
定
心
。
智
心
。

e戒

心
は
、
惑
を
と
ど
め
、
蓄
を
修
す
る
こ
と
。
@
定
心
は
、
身
、
心
を
静
か
に
し
て
精
神
統
一
を
行
な
い
、
雑
念
を
払
い
、
思
い
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と

0
9智
〈
慧
〉
心
辻
、
そ
の
静
か
に
な
っ
た
心
で
、
正
し
く
真
実
の
す
が
た
を
み
き
わ
め
る
こ
と
。
こ
の
不
即
不
離
の
兼
修
が
、
仏
道
修
行
の
克
成
を
も

た
ら
す
と
い
わ
れ
る
。
〈
中
村
元
『
悌
教
語
大
辞
典
ビ

川
間
コ
一
一
躍
」
三
つ
の
宝
の
意
。
仏
。
法
。
僧
。
き
と
り
を
開
い
た
人
(
仏
)
と
、
そ
の
教
え
(
法
)
と
、
そ
れ
に
奉
ず
る
教
富
(
僧
〉
の
…
一
一
つ
を
い
う
。

仏
(
き
と
り
会
開
い
た
教
え
の
主
)
・
法
(
そ
の
教
え
の
内
容
て
増
〈
そ
の
教
え
を
受
け
て
移
行
す
る
集
団
)
の
一
一
…
つ
を
京
に
た
と
え
た
語
。
こ
れ
は
仏
教

つ
の
大
留
な
要
素
で
あ
る
。
…
一
一
安
に
帰
抜
す
る
こ
と
は
仏
教
徒
と
し
て
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
。
(
中
村
一
克
ぷ
w
教
語
大
辞
典
』
)

①
国
王
に
よ
る
政
治
。
国
王
の
定
め
た
法
令
。
③
帝
王
が
守
る
べ
き
ま
法
。
③
サ
一
法
に
同
じ
。
仏
法
に
対
す
る
。
(
中
村
元
ぷ
仰
教
語
大
辞

日
汐

典
』
)

側
三
一
一
錦
」
一
二
一
撮
り
の
鎖
。
荘
士
が
超
の
文
王
に
説
い
た
三
つ
の
緩
。
す
な
か
ち
、
天
子
の
鏡
は
天
下
の
形
勢
を
知
る
に
在
り
、
諸
候
の
離
は
人
材
の
賛

否
を
知
る
記
在
り
、
庶
人
の
鍛
は
た
だ
一
人
の
勇
の
み
と
の
轍
G

(

諸
橋
轍
次
ァ
大
漢
和
野
興
ヒ

紛
「
十
八
語
録
、
六
種
錦
、
十
二
種
鰐
」
吋
傍
毅
一
語
大
辞
典
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
「
十
八
界
い
を
断
ち
窃
る
鋼
、
三
ハ
様
」
を
断
ち
切
る
錦
、

fγ

一
一
因
縁
L

を
断
ち
切
る
鋭
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
十
八
界
」
と
は
、
人
間
存
荘
の
十
八
の
構
成
要
素
。
六
犠
と
六
境
と
六
識
を
い
う
。
十
二
処
の
う
ち
六
つ
め
内
的
な
場
に
お
け
る
議
刑
判
作
用
を
そ
れ
ぞ

れ
別
に
数
え
て
、
そ
れ
ら
の
関
に
お
け
る
対
臨
関
係
を
明
示
し
た
も
の
。
す
な
わ
ち
山
眼
と
色
・
か
た
ち
と
説
覚
、
間
存
と
音
問
と
織
物
覚
、
同
鼻
と
香
り
と
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鴫
覚
、
川
間
舌
と
味
と
味
覚
、
期
皮
膚
と
触
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
触
覚
、
細
心
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
心
の
識
別
作
用
で
あ
る
。
大
根
(
開
平
耳
・
募
・
舌
・

身
・
慈
の
六
つ
の
知
覚
器
官
)
と
ム
ハ
境
(
邑
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
対
象
の
世
界
)
と
六
識
〈
鰻
・
耳
・
輿
・
舌
・
身
*
意
の
認
識
作
用
)
と
を
合
わ

せ
て
十
八
と
な
る
。
十
八
の
要
素
。
こ
れ
ら
が
個
人
存
在
を
構
成
す
る
。
主
客
L

す
べ
て
の
世
界
。

三
ハ
根
」
と
は
、
六
つ
の
器
官
。
六
つ
の
感
覚
器
言
。
大
つ
の
認
識
能
力
。
四
偽
党
・
聴
覚
・
嘆
覚
'
味
覚
・
触
覚
の
五
つ
の
感
覚
器
官
と
、
認
識
し
思
考

す
る
心
。
版
・
耳
・
鼻

-J占
的
・
身
・
濃
の
こ
と
。
根
は
認
識
器
官
を
意
味
す
る
。
醸
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
が
、
そ
の
対
象
に
対
し
て
感
覚
容
認
識
作
用

を
す
る
場
合
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
作
用
を
有
す
る
も
の
。
す
な
わ
ち
、
回
明
党
器
官
(
読
神
経
〉
と
そ
れ
ぷ
よ
る
説
党
能
力
(
眼
様
て
以
下
、
聴
覚

〈
耳
様
)
、
嘆
覚
(
鼻
棋
〉
、
味
覚
(
舌
根
て
そ
れ
と
触
覚
器
宮
や
触
覚
能
力
〈
身
根
)
の
五
援
を
、
思
唯
器
官
と
そ
の
龍
力
(
意
様
)
と
を
合
わ
せ
て
六

指
と
な
る
。
五
組
慨
を
物
資
的
存
夜
で
あ
る
色
法
と
い
う
の
じ
対
し
、
意
根
辻
、
心
の
外
商
的
な
は
だ
ら
き
と
し
て
心
法
と
い
わ
れ
る
。

「
十
二
開
株
」
と
辻
、
人
間
同
の
苦
し
み
、
悩
み
が
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
、
そ
の
軍
国
を
追
求
し
て
十
二
の
項
目
闘
の
系
列
を
立

て
た
も
の
G

存
ム
柾
の
基
本
的
構
構
造
の
十
ニ
区
分
。
お
く
れ
て
成
立
し
た
解
釈
に
よ
る
と
、
衆
生
が
過
去
の
業
に
よ
り
現
世
の
湖
水
報
を
受
け
、
ま
た
現
世
の
業

に
よ
り
未
来
の
果
報
を
受
け
る
盟
果
の
関
係
を
十
二
に
分
類
し
て
説
い
た
も
の
。
出
無
明
(
無
知
)
、
凶
行
(
潜
夜
的
形
成
力
)
、
ゆ
議
(
識
製
作
用
)
、
凶

名
品
(
名
称
と
影
態
、
ま
た
は
精
神
と
物
質
、
心
身
)
、
出
六
処
(
心
作
用
の
成
立
す
る
六
つ
の
場
、
設
・
耳
・
鼻
・
舌
e

身
・
意
)
、
山
間
触
(
感
{
お
と
対
象

と
の
接
触
)
、
間
受
〈
感
受
作
用
)
、
紛
愛
(
富
目
的
建
動
、
安
執
、
渇
き
に
た
と
え
ら
れ
る
も
の
)
、
似
取
(
執
着
て
制
御
膏
(
生
存
)
、

mw生
〈
生
ま
れ
る

こ
と
て
仰
老
死
〈
無
常
な
す
が
た
)
、
を
さ
す
ち
瀬
次
に
前
の
も
の
が
後
の
も
の
を
成
立
き
せ
る
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
順
次
に
前
の
も
の
が
滅
す
る
と
後

の
も
の
も
滅
す
る
。
〈
中
村
尤
『
梯
教
語
大
辞
典
ヒ

こ
の
「
六
識
い
と
「
十
二
器
撤
」
に
つ
い
て
は
、
榔
生
十
兵
寄
…
一
一
畿
が
寛
永
十
九

J
T一
年
(
一
六
四
二
)
一
一
月
司
月
之
抄
h

(

今
村
嘉
雄
磁
『
日
本
武
道
全

集
・
巻

J

一
一
一
八
l
一
二
九
頁
参
照
、
既
出
)
の
「
天
地
之
様
子
の
事
」
の
項
に
書
い
て
い
る
。
文
柳
生
宗
矩
よ
り
教
え
ら
れ
た
が
難
し
く
て
理
解
で
き

ず
、
十
共
荷
一
…
一
織
は
沢
曜
和
尚
を
尋
ね
て
い
る
。
式
謀
者
じ
と
っ
て
知
り
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

側
「
済
案
」
臨
済
家
の
略
。

〈
な
っ
そ
う
V

M

W

J

明
僧
」
「
納
」
は
衣
の
意
。
こ
、
で
は
弾
僧
と
思
わ
れ
る
。

〈
せ
つ
だ
ん
}

山
間
「
犠
断
」
平
岡
高
士
著
逗
げ
の
一
語
録
詔
・
織
山
内
関
』
の
「
賞
龍
三
関
」
(
一
七
入
賞
〉
で
は
こ
れ
を
「
せ
い
だ
ん
」
と
し
て
い
る
が
、
中
村
元
『
務
教

語
大
辞
典
恥
や
諸
犠
轍
次
ァ
大
漢
和
辞
典
h

等
の
辞
輿
で
は
「
せ
つ
だ
ん
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
長
六
年
二
六

O
一
)
二
月
、
柳
生
在
舟
粛
{
一
不

《

f
ん
て
い
償
っ
て
つ
V

厳
が
金
恭
流
・
8
・
楽
家
治
・
竹
毘
七
郎
成
勝
に
与
え
た
と
い
う

J
新
路
間
流
兵
法
目
録
等
b

に
「
斬
釘
載
鉄
」
と
い
う
刀
法
が
あ
り
、
や
は
り
「
載
」
詰
「
せ

っ
」
で
あ
る
。
仏
教
上
の
読
み
方
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
摘
で
は
溝
和
辞
典
に
誕
い
「
せ
つ
だ
ん
L

と
す
る
。

意
味
に
つ
い
て
辻
、
中
村
記
長
w
教
語
大
辞
典
』
で
は
「
断
ち
切
る
こ
と
。
〈
『
組
制
緩
築
』
八
割
〉
八
コ
反
故
集
ト
〉
」
と
し
て
い
る
。
『
碧
巌
集
』
第
八
別



の
語
は
見
え
る
が
難
解
で
あ
る
。

六
四
五
〉
が
構
生
部
罵
守
{
一
本
矩
に
与
え
た
と
伝
、
手
り
れ
る
明
不
動
智
(
神
妙
録
)
』
に
「
戴
断
」
と
意
味

と
い
う
用
語
が
あ
る
。
二
前
後
臨
時
甑
mL
も
武
道
修
行
者
に
と
っ
て
は
難
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
沢
港
は

の
「
一
詳
鴫
L

に
「

武
芸
書
で
は
、
沢
埼
京
都
(
一
五
七
…
一

の
上
で
極
め
て
近
い
と
思
わ
れ
る
前
後
艇

次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
前
後
惚
即
断
と
申
す
事
に
様
。
前
の
心
を
す
て
ず
、
又
、
今
の
心
を
接
へ
前
と
ム
?
と
の
関
を
ば
、
き
つ
て
の
け
よ
と
云
ふ
心
な

(き
b
v

り
。
是
を
前
後
の
際
を
明
て
放
せ
と
い
う
義
な
り
。
心
を
と
ど
め
ぬ
義
な
り
」
(
今
村
議
雄
編
司
日
本
武
道
大
系
第
九
巻
』
寸
前
収
、
っ
不
動
智
神
妙
諒
」
七

一
一
…
頁
、
既
出
〉

本
資
料
の
「
裁
断
」
は
、
「
前
」
と
ぷ
J

の
断
ち
切
り
だ
け
で
は
な
く
、
「
十
八
種
の
鋭
L

J
ハ
措
慢
の
鋭
L

「
十
二
種
の
鋭
ん
に
よ
る
断
ち
切
り
に
な
る

が
、
吋
不
動
智
神
妙
録
h

の
心
底
で
臨
め
立
理
解
し
易
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
せ
つ
に
ん
と
う
W

{

か
つ
に
ん
け
ん
}

錦
「
殺
人
万
・
活
人
規
」
こ
の
語
は
、
寛
永
九
年
ご
六
三
二
〉
九
耳
に
柳
生
但
馬
守
京
短
が
ま
し
ふ
め
上
げ
た
と
い
う
『
兵
法
家
簿
審
(
「
進
履
礎
」

「
殺
人
刀
」
「
活
人
組
L

の
総
紘
)
』
に
見
え
る
つ
こ
の
書
は
、
い
わ
ゆ
る
鱗
禅
一
致
を
説
い
た
武
芸
者
に
よ
る
わ
が
国
最
拐
の
話
番
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の

「
殺
人
刀
」
「
活
入
銀
L

の
罵
一
瑞
聞
は
『
碧
巌
縁
恥
か
ら
の
引
用
と
云
わ
れ
て
い
る
。
つ
今
特
嘉
雄
…
縦
『
日
本
武
道
大
系
第
一
巻
お
九
四
真
参
照
〉
た
し
か

ι

(

と

う

ず

ん

ま

き

ん

ぎ

ん

)

(

す

い

じ

)

判
想
巌
諒
』
の
「
第
十
二
財
・
澗
山
麻
一
二
斤
L

の
「
謹
一
不
」
に
「
殺
人
万
」
「
活
入
観
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
朝
比
奈
京
源
訳
詑
吋
式
孟
蹄
緯
一

波
文
庫
、
二
ハ
↓
八
真
)

意
味
辻
、
掛
待
機
が
紘
略
行
者
を
教
導
す
る
轄
の
、
活
殺
詩
荘
の
は
た
ら
き
を
刀
観
じ
た
と
、
え
て
示
し
た
も
の
3

斬
る
刀
と
救
う
万
。
生
か
す
殺
す
の
は
だ
ら

き
が
自
由
な
こ
と
。
す
ぐ
れ
た
道
力
を
刀
に
た
と
え
た
表
現
。
(
中
村
元
判
悌
教
語
大
辞
典
ヒ

内
〈
ほ
ん
)

鴻
「
九
際
部
」
極
楽
往
生
の
九
轍
類
め
等
刊
紙
。

(
し
申
ワ
り
v

m
「
出
離
」
生
死
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世
界
を
離
れ
札
出
る
こ
と
c

綴
脳
の
束
縛
を
離
れ
出
る
こ
と
。
(
中
村
元
『
錦
教
語
大
辞
典
乞

《
し
ゃ
く
ど
う
}

M
W

「
樟
遵
」
弘
教
と
道
教
。
ニ
冶
で
は
仏
遵
の
意
か
。

M

w

f
九
曜
」
九
憾
の
天
体
。
七
曜
(
日
韓
議
・
月
曜
恩
了
火
曜
星
・
水
曜
皇
・
水
制
嶋
監
・
金
曜
恩
で
土
曜
星
)
に
、
日
月
蝕
を
起
こ
さ
せ
る
蝕
星
で
あ
る

円
と
や

1
ふ

}

ハ

付

い

と

)

羅
糠
星
と
慧
星
で
あ
る
計
都
星
と
を
加
え
た
も
の
。
「
中
村
一
克
ぷ
w
教
語
大
辞
典
ヒ

織

「

UFWF
五
鈷
・
五
誌
と
も
響
く
り
五
段
記
)
・
五
股
金
制
問
杵
の
略
。
背
の
イ
ン
ド
の
武
器
の
一
難
。
も
と
一
宮
闘
を
か
た
ど
っ
た
と
も
い
う
。
弘
教
で
は

象
徴
的
に
用
い
て
迷
い
を
破
る
武
器
を
い
う
。
(
中
村
元
吋
務
教
語
大
辞
盛
ハ
』
)

M
W

「

時

都
γ

①
自
己
の
心
の
う
ち
で
翼
手
ゲ
」
き
と
る
こ
と
。
心
の
う
ち
で
体
験
す
る
さ
と
り
。
②
車
問
的
に
直
識
に
知
る
こ
と
。
〈
中
村
元
語
教
語

大
辞
典
ヒ
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(
そ
今
と
う
一
=
い
)

関
「
曹
洞
五
位
」
ブ
相
山
五
位
」
と
同
義
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
3

曹
洞
宗
の
需
語
調
山
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
諸
山
支
位
説
、
老
臣
五
位
と

も
い
う
。
真
理
を
正
位
と
立
て
、
事
物
を
偏
位
と
し
、
者
位
・
臣
位
・
設
備
悦
思
・
回
向
君
・
君
臣
ん
仰
の
五
伎
を
も
っ
て
事
と
理
と
の
交
渉
の
こ
と
わ
り
を
ポ

し
た
も
の
。
(
中
村
一
芯
『
悌
教
一
週
間
大
辞
典
ヒ

《
ぞ
ん
9

w

ょ
う
}

側
よ
郁
生
」
①
前
堂
。
さ
き
の
世
。
語
の
世
の
生
注
。
争
先
に
生
起
し
て
い
る
、
の
意
v

(

中
村
一
志
向
M

悌
教
語
大
辞
典
』
)

制
「
業
惑
」
叫
班
員
仰
の
行
為
の
原
因
に
よ
っ
て
苦
楽
の
巣
報
を
惑
じ
生
ず
る
こ
と
。
(
中
村
一
克
巳
領
内
教
語
大
紳
典
』
)

制
「
大
舜
光
土
」
「
大
舜
」
辻
「
舜
」
の
英
称
か
。
一
舜
一
は
中
富
五
官
の
…
「
農
舜
」
G

「
嘉
」
に
挙
げ
ら
れ
て
政
を
摂
し
、
問
凶
を
除
き
天
下
大
い
に
治

ま
る
。
政
令
摂
す
る
こ
と
三
十
年
、
「
識
」
の
禅
を
受
け
て
帝
位
に
即
き
、
治
績
大
い
に
あ
汗
だ
と
い
う
。

吋
光
土
」
は
「
克
明
土
」
か
。
「
光
照
明
土
」
は
「
難
関
東
光
明
土
」
の
略
で
、
西
方
極
来
臨
の
こ
と
ニ
(
中
村
記
長
w
教
語
大
辞
典
』
)
こ
、
で
は
浄
土
の
こ

と
と
怠
わ
れ
る
c

側

「

正

見

」

φ
正
し
い
克
解
。
争
あ
り
の
ま
ま
に
観
ず
る
こ
と
。
③
正
し
く
自
心
の
実
相
を
知
る
こ
と
ご
(
中
村
一
疋
『
悌
教
語
大
辞
典
』
)

(
さ
ん
ご

)
(
L
L
}

〈

と

う

一

勾

や

〈

}

(

せ

つ

亀

ぬ

弓

じ

ゅ

こ

》

間
「
端
瀦
枝
々
揮
蕃
月
」
「
礁
湖
瑚
枝
々
月
を
諜
著
す
」
と
読
む
ュ
こ
の
一
百
葉
は
『
雪
喜
一
嶋
中
山
い
(
中
弾
の
語
録
日
a

雪
審
議
羽
入
矢
義
合
同
地
訳
、
.
一
七
七

(は
nv
よ
ろ
V

A

す
い
も
う
け
ん
}

哀
参
照
〉
の
一
第
百
則
・
巴
綾
吹
毛
鍋
」
の
「
本
剥
」
と
「
端
」
に
出
て
い
る
。
ま
た
ぷ
石
巌
録
』
の
「
第
…
百
悶
・
巴
竣
吹
毛
組
」
(
岩
波
文
曙
・
朝

辻
事
宗
源
訳
註
『
碧
麗
鈍
・
下
』
の
つ
本
則
」
と
寸
評
鵠
」
「
頃
一
二
度
弓
の
プ
評
陥
」
一
一
能
五
二
五
一
…
一
一
災
参
照
)
に
も
出
て
く
る
。

訳
に
つ
い
て
は
、
訴
審
の
入
矢
義
高
は
「
月
を
さ
さ
え
た
暗
瑚
の
技
技
…
と
し
、
後
者
の
輯
辻
奈
宗
源
は
、
こ
の
書
の
性
格
か
ら
「
捧
著
」
の
語
を
「
さ

さ
え
る
」
と
の
み
訳
し
、
全
体
に
つ
い
て
以
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
森
曹
玄
は
『
碧
巌
銭
・
ド
」
(
三
間
五
頁
、
一
九
八
八
、
拾
器
社
)
で
「
そ
れ
は

場
鳴
が
枝
々
に
月
の
光
を
壊
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
訳
し
、
在
家
修
行
者
・
藤
本
治
は
内
撲
の
道
・
碧
援
の
謡
い
つ
一
一
二
頁
、
一
九
八
七
、
春
秋

社
)
で
「
理
喝
の
枝
々
に
鵠
丹
が
宿
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
ω

と
し
て
い
る
c

こ
の
よ
う
じ
前
後
の
丈
を
略
し
て

J
明
糊
技
々
謹
著
月
~
の
一
一
一
一
口
議
を
と
り
あ
げ

(
ひ
か
の
ま
ん
ぞ
ろ
}

て
訳
し
て
も
、
本
意
は
つ
か
み
難
い
c

た
だ
議
制
緩
縫
い
の
「
本
則
的
」
の
こ
の
諮
葉
の
次
に
〔
光
万
象
を
容
む
3

四
海
九
州
)
と
敷
計
ら
し
い
語
が
あ

る
c

大
森
曹
支
は
こ
、
の
と
こ
ろ
を
「
吹
屯
の
観
は
ん
子
宮
万
象
を
谷
ん
で
し
ま
っ
た
わ
い
」
と
明
快
に
述
べ
て
い
る
3

次
に
明
暗
沼
嚇
減
殺
し
22
の
「
巴
陵
吹
毛
錨
~
の
全
丈
を
、
入
矢
義
高
め
書
き
下
し
文
と
訳
を
参
考
に
挙
げ
て
お
く
む

巴
設
に
関
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
吹
毛
鋭
J

陵
一
古
く
、
「
部
切
羽
詰
校
校
心
丹
を
撞
著
す
。

94 

不
平
を
平
ら
か
に
せ
ん
と
要
し
て
、

戒
は
指
し
或
は
掌
し
て
、
天
に
締
り
て
冊
一
認
を
詔
…
ら
す
。

に
月
を
捧
著
す
一
-

朝
、
明
二
議
識
は
校
校



〔
本
則
)
僧
が
巴
陵
に
き
い
た
、
っ
吹
き
か
け
た
毛
が
切
れ
お
ち
る
銀
と
は
。

干潟

い
ぎ
こ

rcι
ヶ
リ
を
つ
け
よ
う
と
す
る
離
の
予
な
み
は
、
拙
劣
ど
も
見
え
る
名
人
芸
だ
。

〈
こ
の
剖
慨
は
)
持
に
は
指
と
な
っ
て
楠
聞
き
、
時
に
は
平
予
と
な
っ
て
飛
ん
で
、
(
ま
た
)
天
に
か
す
き
れ
て
は
曾
も
あ
ぎ
む
く
輝
き
ょ
う
だ
む

こ
の
銀
二
そ
は
名
だ
た
る
刀
し
し
も
研
ぐ
こ
と
か
な
わ
ず
、
ど
ん
な
名
士
も
拭
う
予
を
と
め
ら
れ
ま
い
。

お
っ
と
、
ま
だ
ま
だ
。
月
を
き
さ
え
た
珊
瑚
の
枝
枝
よ
。

巴
段
、
「
月
を
さ
き
え
た
珊
刑
判
の
枚
技
。
」

本
資
料
に
謀
っ
て
い
え
ば
、
「
林
崎
新
夢
想
涜
居
合
」
は
ま
き
に
宇
宙
万
象
を
容
み
つ
く
す
絶
対
最
高
の
鋭
で
あ
る
と
い
う
こ

て
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
禅
諾
を
か
り

解
説

1 

の
林
崎
新
夢
想
流
居
合
で
常
井
喜
川
県
議
直
則
よ
り
浅
利
所
共
衛
均
禄
に
授
与
し
た
伝
書
七
巻
の
最
後
の
巻
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

グ〉

万
鯨

一
人
の
相
訟
の

て
流
議
最
奥
を
傾
倒
し

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
難
解
で
あ
る
。

2 

一
部
分
で
あ
る
が

「
田
宮
流
居
合
自
録
L

(

今
村
嘉
雄
…
編
吋
日
本
武
道
全
集
・

所
収
、
二
六

西
頁
既
出
)
グ〉

(
今
村
嘉
雄
編

第

一昨収、

五
一
八

頁
、
既
出

に
あ
る
。

し
か
し
本
資
料
の

よ
り
詳
轄
で
充
実
し
た
丈
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ

で
も
あ
る
。

3
、
「
そ
も
そ
も
居
合
は
、
輿
州
林
之
明
神
夢
想
よ
り
之
を
簿
、
フ
。

95 

夫
れ
兵
法
は

中
世
よ
り
数
多
有
り
と
離
も

此
の
居
合
は
末
世
相
応
の
太
刀

グ〉

此
の
岩
合
に
極
ま



96 

る

は
粟
散
返
上
の
堺
に
珍
い
て
不
審

此
グコ

或
る
時
、
奥
州
林
崎
甚
助
と
謂
う
者
、

'f' 
て

汝
此
の
太
万
を
も

べ
か
ら
ず
。

アこ
グ〉

み
に
依
り
、
林
明
神
百
ケ
日
参
龍
の

夢
中
に
告

怨
敵
に
勝
ち
得
る
と
去
々
。

の
知
く
大
科
を
成
し
得
た

腰
万
三
尺
一

寸
は
過
現
未
の

別
ち
三
宝
也
。

に
十
八
種
の
飯
、
六
種
の
鋭
、
十

り
。
襲
万
三
尺
一
二
す
を
以
っ
て
九
寸
五
分

種
の
飢
有
り
c

ま
た

重
代
、

脇
差
九
す
五
分

口
問
蓮
葉
鋭
憂
苦
海
中
に
出
離
し

訳
と
為
す
。

敵
味
方
と
成
る
事
、

の
業
感
世
c

り

の
護
身
符
世
c

此
の
間
合
は
千
金
賜
わ

る
者

い
、
神
明
の
怠

瑚1警
瑚三三事
はお
技c然
枝と

L同

4 

の
意
訳

奥
州
林
崎
明
神

上
古
、
中
合
か
ら
数
多
く
あ
る
に
し

あ
り
、

い
ざ
勝
負
の
と
き
に
こ
の

る
も
め
は
な
い
。

の
こ
と
は
お
そ
ら
く

お
い
て
疑
う
べ
く
も
な
い
事
実

つ
。
妙
不
思
議

国
一
人
の

一
銅
山
と
為
す
。

に
荘
り
。

グ〉

館、

体
に
し
て

〈
す
な
わ
〉
鰻
ち
大
舜
光
土
告
。
此
の

て
利
を
得
る
。

イ衣

身
を(
済?の
め〉人

る
の

っ
て
貴
か
ら
ず
。

べ
し
。

に
し
て
練
ら
れ
た
鏡
と
し

て
き
た
c

そ
の
中
で
も
林
崎
新
夢
想
流
居
合
は

で
最
高
の
太
刀
さ

で



グ〉

こ
の
流
議
の
始
擦
を
尋
ね
て
み
る
に

か
っ

い
う
も
の
が
い
た
が

こ
の
人
物
兵
法
達
成
の
望
み
が
殊

の
外
強
か
っ
た
。

そ
こ
で
こ
の
望
み
を
達
す
べ
く
林
崎
明
神

日
の
願
を
か
け
た
。
そ
の

グ〉

の
日
の
明
け
方
、

明
神

よ
り
太
万
き
ぼ
き
を
告
げ
ら
れ
た
の
で
為
る
。
一

z
bく
、
汝
こ
の
太
万
さ
ば
き
を
常
に
忘
れ
ず
念
じ
れ
ば
、

、‘.、
a

句、，』唱

し
・
カ
俳
句

ち
得
る
で
あ
ろ
う
と
。
果
し
て
そ
の
太
万
き
ぜ
き
に
よ
っ
て
勝
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
何
れ
も
腰
刀
長
さ
…

九

分
、
柄
六
寸
の
さ
ば
き
に
よ
っ
て
勝
ち
得
た
の
で
あ
る
。

そ
の
太
万
き
ば
、
毛
主
た
る
や
、

ま
P

}

と
に
普
通
で
は
考
、
え
ら
れ
な

も1

の
位
に
あ
り
、

国
に
た
だ
一
人
授
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ぎ
て

グ〉

グ〉

法
・
憎
の
三
宝
を
意
味
し
て
い
る
。
ま

た
仏
法

も

と
い
う
。

の
銀
、
十

種
の
鍛
と
い
っ
て
、
仏
法

に
よ
っ
て
俗
世
間
の
迷
妄
を
断
ち
切
る
鏡
が
み
る
。
こ
の
こ
と
は
、

(
せ
つ
ぶ
っ
せ
っ
そ
〉

倒
的
、
え
ば
「
殺
仏
殺
祖
」
と
い
う
よ
う
に
、
仏
に
帰
依
し
て
仏
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
初
祖
の

の
載
断
修
行
そ
の
も
の
で
あ
る
。

で
初
祖

と
い
う
、
鼓
断
・
活
殺
自
在
の
は
た
ら
き
な
ど
、
す
べ
て
三
尺
三
寸
の
掌
握
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

接
情
一
夜
九
す
五
分
は
、
あ
ら
ゆ
る
煩
踏
の
束
縛
か
ら
は
な
れ
、
群
が
り
襲
い
か
か
る
生
死
の
速
い
や
愛
欲
を
追
い
払
う
仏
道
の
武

る
こ
と
の
あ
か
し
で
あ
る
。
九
寸
五
分
に
は

こ
の
よ
う
に
曹
洞
宗
初
祖
以
来
の
秘
め
ら
れ
た
意
味
が
あ
る
。

人
間
、

と
き
い
お
い

こ
と
は

の
何
ら
か
の
因
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
死
ぬ
も
生
き
残
る
も
、

認

イ〉

しE

の

J¥ 

グ〉

戦

こ
の

〕
と
‘
ま
さ
に
若
々
の
如
し
で
あ

る

97 

こ
の
居
合
は
、
護
身
の
神
・
麗
利
支
尊
夫
の
守
り
札
で
あ
る
。

た

つ

て
は



な
ら
な
い
。

グ〉

の
心
技
の
達
成
を
強
く
望
む
者
に
の
み
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。

98 

勝
負
に
勝
つ
こ
と
を
心
懸
け
る
者
は

わ
た
っ
て
心
技
を
工

そ
し
て
神
明
に
そ
の
成
就
を
折
っ
て
こ
そ
達
成
す

る
こ
と
が

心
技
の
悟
り
は

ひ
た
す
ら
心
身
の

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

林
崎
新
夢
想
流
居
合
と
は
何
ぞ
や

究
極
に
お
い
て
言
葉
な
ぞ
不
要
。
し
か
し
敢
え
て
表
現
す
れ
江

現
場
が
枝
々
に
月
の
光
を
映
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

の
銀
と
い
う
こ
と
だ
。

辺
、
居
合
許
印
可
太
万
心
持
之
事
一
支
持

巻
子
本

軸
が
な
く
巻
き
紙
践
の
形
式
で
あ
る
。

印
章
の
類
は
押
さ
れ
て
い
な
い

付
太
万
数
之
次
第

二
、
押
抜

防
身

四

幕
越

胸
刀

一七太
万
数
之
次
第

、
左
足

四
、
肢
去
抜

向
足



一
、
突
入

五
、
臥
足

右
身
之
次
第

二
、
抜
詰

一
、
頂
上

一
、
切
先
返
ヵ
ケ
有
左
右丘
ハ

許
外
物
之
次
第

一
、
二
方
詰
駄
制
四
ツ

一
、
打
留

一
、
柄
取

99 

左
身
之
中
ニ
付

一
、
切
留

右
身
之
中
ニ
付

一
、
逆
手

太
刀
数
之
次
第

三
、
手
取
抜

四
、
柄
取

許
之
内
也

一
、
山
越
明
り
時

一
、
左
向
共
一
情
一
銭

印
可
之
太
万
数
之
次
第
写
真
仰

居合許印可太万JL、持之事{1)写真問
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左
行
合
立合

向
二
つ

立
A
旦
一
ツ

右
立
合

走
通
山
町
恥
玉
の
抜

大
脇
指
太
万
数
之
次
第

右
三
ツ

左
之
ヒ
ザ
ニ
付
一
ツ

右
同
一
ツ

左
小
脇
差
之
心
持
一
ツ

柄
取
色
一
一
付
而
数
多

サ
ク
事

ノ
ル
事

イ
キ
ル
事

ツ
ヨ
ミ
ノ
事

下
緒
之
大
事

目
付
抜
高
事
ニ
渡
ル

心
持
三
段
之
事
誠

一一
心

カ
ク
モ
有

ノ
ス
ル
モ
有

イ
カ
ス
モ
有

ツ
ヨ
ミ
イ
タ
ス
モ
有

ワ
カ
レ
ロ
ノ
事

ウ
ツ
ス
モ
有

ウ
ツ
ル
事

ワ
カ
レ
サ
ス
ル
モ
有

居合許印可太万，心持之事(2)写真附



ス
ム

ス
マ
ス

一
心
ヨ
リ

k
a叶
車
内
事
ノ
銭

、J
禽
事
ヲ
抜

殺
活
ノ

、ソ

キ
レ
イ
ノ
ハ
ダ
ヱ

カ
マ
イ
ノ
中
ヨ
リ
カ
マ
イ
ヲ
ヌ
ク
ル

ヌク
ノレ
イ
拍
子

人
ノ
拍
子
カ
ル
事

ナ
マ
リ
ケ

サ
ピ
ケ

悪
心
持
之
事

カ
マ
イ
ヲ
ヌ

ケ
ナ
ゲ
ナ
ハ
ダ
ヱ
之
事
是

皆
悪
事
官

々
ト
云

101 
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ツ
ヨ
キ
拍
子

ヲ
モ
イ
拍
子

悪
拍
子
之
事
写真
側

シ
タ
ウ
拍
子

ウ
ク
拍
子

高
事
ノ
抜
ハ
太
万
取

許

高
事
ヲ
ト
ナ
レ
バ
拍
子
ニ
付
テ
ヌ
ク

十
二
用

無
字
鉄
貫
干
高
重
誰
透
此
字
徹
那
漫

一
、
取
違

玉
、
逆
手

一
、
懸
身 印

可
外
物

二
、
寄
足

六
、
胸
万

五
ヶ
之
次
第

二
、
待
身

三
、
寄
身

七
、
逆
頭
上

三
、
右
懸

ア
ト
拍
子

大
拍
子

四
、
懸
崎
艇

四
、
左
懸

五
、
聾
抜

居合許印可太万'L、持之事(3)写真。4)



脆
刀
色
一
一
付
苧
℃
ッ
有

一
、
懸
大
嵐

、
待
大
患

一
、
押
入

調

入

一
、
天
車
切
留

一
、
焼
却
品

、
逢
無
抜

一
、
下
刀

、
手
離
抜

キト

念
塩
未
起
庭
告
弓
ヲ
張
テ
切
ハ
ナ
サ
ス
〆
セ
へ
一
ア

護
符
ノ
機
ト
一
五
也
自
由
鐸
反
自
在
ノ
癒
也

ハ
権
右
痛
門
開
書
善
之
丞
へ
相
博
と
棟
方
氏
之
申
候

帯
主
〈
殊
外
書
ヨ
シ
分
明
ナ
ラ
ス
ト
イ
へ
ト
モ
大
方
如
此

ノ

ヤ
ウ
一
一
相
ミ
へ
候
へ
共

(鏡〉

少
手
ヵ
、
ミ
ト
違
候
蕗
春
之
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蔚
合
一
稿
料
之
書
物

一
、
向
次
第
之
巻

二
、
お
身
巻

左
身
巻

四
、
外
物
許



巻

五
、
歌
ノ
巻

六
、
手
鑓
巻

外
ニ
許
状
是
斗
也
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解
説1

、
本
資
料
は
七
戸
権
右
衛
門
に
よ
る
常
井
喜
兵
衛
か
ら
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
松
山
善
之
丞
、
棟
方
嘉
兵
衛
の
手
を
経
て

浅
利
伊
兵
衛
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
「
居
合
印
可
心
持
事
し
と
重
復
し
て
い
る
所
が
多
い
。
浅
利
伊
兵

し
た
が
き

衛
は
印
「
居
合
印
可
心
持
事
L

を
「
居
合
手
鏡
L

と
し
、
本
資
料
を
そ
の
「
下
書
」
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
が
、
必
ら
ず
し

2
、
居
合
の
心
技
に
わ
た
る
微
細
な
点
ま
で
記
載
し
て
あ
り
、

も
同
じ
で
は
な
い
。

3
、
修
業
習
熟
の
段
階
に
よ
っ
て
「
許
L

よ
り
「
印
可
」
へ
と
進
む
形
式
を
と

っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
許
し
の
段
階
で
の
伝
書
は

「
向
次
第
之
巻
」
「
右
身
之
巻
L

「
左
身
之
巻
」
「
外
物
許
之
巻
L

「
歌
之
巻
」
「
手
鑓
之
巻
」
で
あ
る
。
た
だ
し
寺
山
家
所
蔵
に
「
手

鑓
之
巻
」
が
見
当
ら
な
い
。

咽町. ーー一一『同圃--一一一一一

高上極位夢恵心鏡 ・明鑑之巻。

日
、
高
上
極
位
夢
想
心
鏡

明
鑑
之
巻

巻
子
本

本
資
料
は
表
紙
が
切
れ
て
外
題
は
不
詳
。

た
だ
し
、

表
に
は
細
字
で
次
の
よ
う
な
覚
え
書
き
様
の
添
え
書
き
が
あ
る
。

(一

七
四
二
)

「
元
禄
十
五
壬午
年
間
八
月
十
六
日
請
取

事

同
年
二
月
十

四
日
七
戸
氏
病
死
と
口
口
(
以
下
数
字
不
明
)
権
右
衛
門

表の添え書きは判読し難い箇所がある。

写真。。



(
江
書
)

(

右
之
)

末
端
口
口
置
善
之
丞
へ
口
口
通
相
侍
口
口
棟
方
氏
ノ
物
語
也
」

二

七
一
五
)

寸
正
徳
五
乙
未
八
月
五
日
居
合
印
可
共
ニ
書
写
夢
想
之
巻
」

写
真岡

高
上
極
位
夢
想
心
鏡
明
鑑
之
巻
写真
側

抑
居
合
夢
想
明
鑑
至
極
之
秘
術

注川

動
静
黙
然
而
終
逢
鋒
万
無
進
無

注

ω

退
而
打
護
是
知
奪
得
関
将
軍
太
万

注

ω

入
手
於
生
死
岸
頭
得
大
自
在
向
六
道
四

注

附

注

問

:
)

生
一
超
直
入
如
来
之
地
得
本
莫
愁
末
註何

如
誠
瑠
璃
含
賓
万
不
求
真
不
断

注
川
注
山
間

注

側

妄
了
知
二
法
空
市
無
相
也
無
相
無
窮
無

不
空
即
是
真
寅
之
相
心
鏡
明
鑑
無

碇
承右
磨之
三二兵

JZ智
暦同支立

極也
月可
五秘

2長
EX 
A、

告
夢
中
苧

戸u..
吊

井

喜
兵
衛
注
側
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右
者
常
井
喜
兵
衛
夢
想
之
巻
喜
兵
衛
自
筆

注
側

ニ
テ
書
記
被
置
候
ヲ
七
戸
権
右
衛
門
へ
相
侍
被
申
候

高上極位夢想心鏡明鑑之巻。末にも添え書きがある。写真。6)
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夫
S 
Yじ

禄
十
五三

へ役 J七fr .--、
相(ゆ年三
侍関
八
月
十

善
之
承

及
末
端
棟
方
嘉権
共右
衛校矯
へ時円
相布
f専同
年

月
十
四
日
予と

指
薄
授i主夫
事(]毒 5
-浅
利
伊
兵

亡命荷
居
合
ノ
印
可
不
残
申
請
帳
番
物
斗

日迂

川
「
議
方
」
鋒
辻
ホ
コ
、
箪
の
先
勢
、
鋭
い
勢
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
、
で
は
鋭
い
太
刀
の
意
。

出
「
打
発
」
州
大
相
と
し
て
打
つ
。

円
か
ん
》

山
間
「
如
噂
簿
鵠
将
軍
太
万
入
手
」
「
関
将
軍
の
太
刀
を
奪
い
得
て
手
に
入
る
る
が
加
し
J

と
読
む
。
『
無
門
関
』
の
「
第

吋
欝
の
語
此
対
話
・
無
門
関
い
一
間
1

一一

O
頁
参
照
、
既
出
)
に
出
て
い
る
。

〈
号
ゅ
う
d
v
w

ハ
か
ん
う
〉

「
関
将
軍
太
刀
ヘ
盛
山
内
爵
』
で
は
「
太
刀
L

で
な
く
「
大
万
」
で
あ
る
。
「
三
国
時
代
の
欝
舗
の
何
回
で
あ
っ
た
関
認
の
所
持
し
た
長
柄
の
大
刀
L

を
指

し
て
い
る
が
、
禅
の
上
で
は
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
載
断
し
て
残
き
ぬ
L

と
い
う
意
が
あ
り
、
「
盤

r
の
一
万
で
分
別
意
識
を
た
ち
切
る
こ
と
で
あ
る
。

「
鵠
の
劉
備
の
臣
で
天
下
に
豪
勇
を
轟
し
た
関
羽
か
ら
そ
の
得
意
の
大
万
を
奪
い
と
っ
て
お
の
れ
の
武
器
と
し
た
ご
と
く
L

と
訳
す
が
、
ニ
、
で
は
次
の

語
句
「
幹
生
死
陣
頭
持
大
自
在

1
i
i」
と
連
動
し
「
無
」
の
一
刀
の
意
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。

川
間
「
舵
生
死
弾
頭
得
大
自
在
向
六
道
路
生
」

8

「
岩
ム
口
外
物
次
第
五
L

の
「
官
同
上
総
位
之
巻
」
の
注
3
参
照
。

山
間
二
趨
重
入
怒
来
之
地
い
二
超
直
入
し
て
如
来
の
地
と
な
ら
ん
L

と
読
む
。
「
連
安
か
ら
一
気
に
、
併
も
の
に
も
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
く
仏
の
境
地

に
至
る
で
あ
ろ
う
じ
と
い
う
こ
と
。

山
間
「
得
本
英
愁
宋
」
「
本
を
得
て
米
を
愁
う
る
な
か
れ
L
O

「
線
本
を
体
拙
付
し
て
、
生
死
が
ど
う
の
と
末
々
の
こ
と
を
愁
う
る
よ
う
な
こ
と
は
す
る
な
。
L

と

ぃ、つ車息。

的
「
如
誠
腕
嶋
璃
合
横
方
不
求
真
本
賠
妄
」
「
誠
に
瑠
璃
は
{
五
万
全
含
み
、
真
を
求
め
ず
妄
を
断
た
rc
る
が
如
し
。
L

「
瑞
璃
」
(
琉
璃
)
は
七
宝
の
ひ
と
つ
で
、
つ
や
の
あ
る
青
い
宝
石
の
こ
と
で
あ
る
が
、
吋
雪
聾
頒
古
』
の
十
八
期
「
粛
宗
と
患
国
師
の
無
縫
塔
」
〈
司
揮
の

一
語
録
日
・
雪
費
額
古
h

五
六
i
五
九
頁
参
賠
…
)
の
意
に
な
ら
い
、
こ
、
で
は
「
滞
土
L

と
理
解
す
る
。

ま
こ
と
に
持
士
は
、
「
無
L

の
一
刀
の
よ
う
な
宝
万
を
含
ん
で
い
て
、
ぞ
れ
故
に
、
殊
更
に
真
を
求
め
る
と
か
迷
妄
を
眠
と
う
と
か
あ
が
く
よ
う
な

超
州
拘
子
し
〈
一
千
悶
高
士と



は
し
な
い
i
i
ー
と
い
、
つ
こ
と
。

〈
亨
ょ
う
ち
V

削
「
了
知
」
「
了
」
器
識
す
る
こ
と
。
明
ら
か
じ
す
る
こ
と
。
「
知
L

知
る
こ
と
。
き
と
る
こ
と
。
了
知
は
明
ら
か
に
き
と
る
こ
と
。

(
ノ
、
よ
ノ
》

仙
川
「
聾
」
最
も
難
解
な
鱒
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
、
で
は
、
正
保
二
年
二
六
四
五
)
五
月
十
二
日
、
宮
本
武
蔵
が
寺
尾
孫
之
丞
に
あ
て
た
『
五
輪

書
の
「
空
の
巻
」
(
今
品
川
一
晴
雄
編
吋
日
本
武
道
全
集
・
第
一
歩
四
九

O
l
E九
一
一
泉
参
照
、
既
出
)
の
一
手
乞
引
用
し
て
詮
と
し
た
い
の

「
内
ぬ
と
い
ふ
心
は
物
毎
の
な
き
所
、
し
れ
ぎ
る
事
を
空
と
見
た
つ
る
也
。
加
の
議
空
は
な
き
な
り
。
あ
る
寸
前
を
し
り
で
な
さ
所
を
知
る
、
是
則
的
変
説
。
世

の
中
に
お
ゐ
て
あ
し
く
見
れ
ば
、
物
を
わ
き
ま
へ
ぎ
る
引
所
を
空
と
見
る
所
、
実
げ
空
に
は
あ
ら
ず
、
皆
を
よ
ぶ
心
な
り
。
此
兵
法
の
道
に
お
ゐ
て

も
、
武
士
と
し
て
道
を
お
こ
な
ふ
に
士
の
法
を
知
ら
ぎ
る
所
、
空
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
色
々
ま
よ
ひ
あ
り
て
せ
ん
か
た
な
き
所
、
を
空
と
い
ふ
な
れ
ど

も
、
是
実
の
空
に
あ
ら

5也
。
武
士
は
兵
法
の
ま
同
ピ
覚
へ
、
其
外
武
ぎ
能
つ
と
め
、
武
去
の
お
こ
な
ふ
道
少
も
く
ら
か
ら
ず
、
心
の
ま
よ

ふ
所
な
く
、
朝
々
時
々
に
お
こ
だ
ら
ず
、
心
意
二
つ
の
心
会
み
が
き
、
観
見
二
つ
め
践
を
と
ぎ
、
少
も
く
も
り
な
く
、
ま
よ
ひ
の
雲
の
晴
れ
た
る
所
こ

そ
、
東
の
空
と
知
る
べ
き
也
J

締
「
常
井
-
警
県
警
一
時
船
。
本
資
料
の
巻
物
で
は
常
井
喜
兵
籍
直
則
と
番
か
れ
て
い
る
が
吋
輿
議
士
一
物
語
・
巻
目
下
恥
で
は
「
期
直
L

と
し
可
青
森
繁
人

名
大
事
典
L

も
「
則
蹴
」
と
し
て
い
る
。

出
告
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
「
羽
州
L

生
ま
れ
で
秋
田
卒
人
と
一
五
わ
れ
る
。
津
軽
弘
前
第
四
代
藩
、
法
借
政
が
居
合
武
芸
者
と
し
て
「
弐
在
石
」
で
百

し
拾
え
、
「
御
手
廻
」
「
議
馬
蝿
」
。
武
芸
は
一
誌
で
あ
っ
た
が
大
讃
豪
で
不
行
儀
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
門
弟
数
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
や
で
も
保
出
し
て
い

た
七
戸
権
右
衛
門
・
浅
利
判
伊
兵
衛
が
門
弟
指
導
に
当
っ
て
い
た
と
い
う
c

伝
系
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
浅
利
指
兵
籍
均
禄
の
師
匠
に
当
る
人
物
で
・
あ
る
。

船
「
七
戸
権
者
欝
開
け
い
『
奥
富
士
物
語
・
巻
関
下
い
に
よ
れ
ば
「
七
一
円
五
太
夫
(
権
右
衛
門
)
、
一
一
宮
五
十
石
に
て
物
頭
、
宝
欝
初
め
頃
死
去
し
と
い
う
。

常
井
喜
兵
第
の
高
一
一
弟
で
浅
利
伊
兵
第
の
兄
弟
子
に
当
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
流
操
十
五
年
二
月
十
四
日
死
去
し
て
い
る
。

間
「
松
出
善
之
丞
い
常
井
装
兵
衛
の
門
弟
、
七
戸
権
お
構
門
の
弟
弟
子
に
お
一
る
。

M
W

「
棟
方
嘉
兵
衛
」
需
井
喜
兵
衛
の
門
弟
、
七
一
戸
権
右
衛
門
の
弟
弟
子
に
当
る
。

ω
書
物
{
巧
ニ
荷
樽
護
」
伝
授
の
方
法
に
は
三
通
り
あ
る
。
つ
業
(
椅
技
)
の
伝
授
二
、
口
伝
一
一
一
、
語
。
浅
利
伊
兵
籍
は
松
山
善
之
永
一
よ
り

書
伝
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
居
合
の
術
技
に
つ
い
て
は
常
井
喜
兵
衛
よ
り
直
一
接
指
導
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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解
説ー

、
本
資
料
は
捧
軽
弘
前
第
四
代
藩
主
語
政
に

っ
て

で
召
し
抱
え
ら
れ
た
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の



た
一
巻
の
写
し
で
あ
る
。
浅
利
伊
兵
籍
均
禄
が
吉
井
喜
兵
備
よ
り
授
与
き
れ
た

108 

の
原
本
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

が
寸
均
禄
夢
想
居
合
極
意
之
巻
L

を
つ
く
る
端
緒
と
な

た

わ
れ
る
。

2 

こ
の

巻
が
拶
兵
衛
均
提
の
も
と

る
経
緯
は

の
添
え
書
き
に
み
る
。
す
な
わ
ち

い
て

お
い
た
こ
の
「
夢
想
之
巻
」
・
皆
、
高
弟
七

へ
相
伝
し
た
が
、
同
権
右
寄
門
が

月
十
四

5
死
亡
し
た
の

そ
の
妻
子
よ
り
同
年
間
八
月
十
六

の
弟
弟
子
松
山
善
之
丞
へ
缶
、
ぇ
、

ら
更
に
捜
方
嘉

そ
れ
か

へ
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
み
る
。
そ
れ
が
正
第
五
年

七
一
五

日
の

と
で
、

そ
の
時
に
は
「
夢
想
之
巻
」

の
み
で
は
な
く
、
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の
印
可
に
関
す
る
書
物
一
切
で
あ

た
ら
し
い
。

3
、
本
資
料
の
本
文
に
つ
い
て

高
上
極
位
夢
恕
心
鋭
明
鑑
之
巻

持
居
合
は
夢
想
明
鑑
至
極
の
秘
籍
、
動
静
黙
黙
と
し
て
終
る
。
鋒
万

ハ
か
ん
し
よ
う
守
ん
)

赴
れ
関
将
軍
の
太
刀
、
そ
奪
い
得
て
子
に
入
る
る
が
加
し
。
生
死
岸
頭
に
於
い
て
大
自
在
を
得
、
六
道
西
生
に
向
か
い
て

に
ゅ
う
}

入
、
如
来
の
地
と
な
ら
ん
。
本
を
得
て
末
を
愁
う
る
な
か
れ
。
誠
に
瑠
璃
は
宝
刀
を
含
み
、
真
を
求
め
ず
妄
を
断
た
ざ
る
が
如

ハ
む
げ
)

し
。
了
知
二
法
は
空
に
し
て
無
相
な
り
。
無
相
は
無
空
・
無
不
空
即
ち
是
れ
真
実
の
相
、
心
境
明
鑑
無
離
な
れ
ソ
G

〈
ゆ
い
じ
ゅ
い
ち
に
ん
)

な
り
。
秘
す
べ
し
、
唯
授
一
入
。

し3

こ
と
な
く
退
く
こ
と
な
く
し
て

超

車

の
兵
構
是
れ

4 
そ
も
そ
も
居
合
は
、
澄
み
き
っ
た
静
か

の
極
致
に
あ
る
秘
術
で
あ
る
。

そ
の
秘
術
た
る
や
、
動
に
し

静
に
し
て

イコ
ね

の
う
ち
ζ
黙
然
と
大
事
を
済
ま
し
終
、
え
る
も
の

た
と
い

しミ

つ

ミ

ミ

了

し
・
力
六
。

い
太
万
に
逢
っ
て
も
、
少



し
も
惑
わ
ず
、
進
む
こ
と
な
く
退
く
こ
と
な
く
、
間
髪
を
入
れ
ず
対
応
し
て
打
つ
。
こ
れ
は
、

か
の
著
名
な
中
国
の
猛
将
関
拐
の
大

に
し
て
い
る
大
万
を
奪
い
と
っ
て
お
の
仇
の
武
器
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、

明
鏡
な
心
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
平
常
心
の
う
ち
に
機
に

臨
み
変
に
応
じ
て
こ
の
よ
う
な
難
事
を
や

て
の
け
る
こ
と
が

る。

ま
さ
に
暁
鏡
、
心
は
、
生
死
の

に
富
一
面
し
て
怒
々
と
こ
れ
に
応
じ
、
現
世
の
顕
逆
の
境
に
あ
っ
て
直
ち
に
仏
の
境
地
に
至
ら
し

め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

ば
、
生
死
が
ど
う
の
現
世
の
壌
が
ど
う
の
と
悩
む
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
、

が
宝
刀
を
内
在
し
て
い
る
故
に

は
何
か
な
ど
と
求
め
た
り
、
迷
妄
を
額
ち
切
ろ
う
と
あ
が
い
た
り
試
し
な
い
の

と
同
じ
こ
と
だ
Q

き
と
る
こ
と
と
知
る
こ
と
の

法

で
為
っ
て
実
鉢
が
あ
る
の
で
は
な
く
無
相
で
あ
る
。
無
相
は
、
知
る
べ
き
こ
と
も
知
ら
ず
、

学
ぶ
べ
き
こ
と
も
学
ば
ず

l
!と
い
う
の
で
は
な
く
、
知
る
べ
き
は
知

て
少
し
も
関
い
と
こ
ろ
が
な
く

べ
き
こ
と
は
奥
の

奥
ま
で
学
び
き

て
こ
そ
撰
棺
と
い
う
。
こ
れ

の
相
と
い
う
も
の
だ
。
こ
こ
に
こ
そ
心
鏡
明
鑑
、
何
も
の
に
も
訪
げ
ら
れ
ず
、

何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
昌
由
昌
在
が
あ
る
。
こ
れ
が
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の
極
致
で
み
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
秘
伝
は
軽
々

え
で
は
な
ら
ず
、
日
似
、
え
る
に
口
ぬ
る
人
物
唯
一
人
に
相
伝
す
べ
き
で
あ
る
。

リ
円
、
居
合
印
可
十
ニ
期
之
次
第

本
資
料
は
先
が
欠
損
の
た
め
標
題
は
不
詳
。
た
だ
し
表
に

抑
制
字
で
次
の
覚
、
ぇ
書
き
様
の
器
、
ぇ
諜
き
が
あ
る
。
人
物
画
は

介
#
L

109 
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(
一
七
一
五
)

「
正
徳
四
乙
来
年
八
月
五
日
棟
方
氏

5
伊
兵
衛
我
等
御
相
惇
書
写
」

「
居
合
印
可
十
二
用
之
次
第
L

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
秘
術
唯
授
一
人

目
録

十
二
用
次
第
写真
m

第第第第第
四

第
五

第
六

第
七

第
八

居合印可十二用之次第(1)写真問



第
九

第
十

第
十

第
十

111 

こ
七
二
ハ

享
保
元
丙
申

八
月
五
日

林
崎

写
真
側

甚
助
重
信

田
宮
平
兵
衛
照
常

長
野
無
楽
斎
穫
露

一
宮
左
太
夫
照
信

谷
小
左
衛
門
季
正

七
戸
常
井
喜
兵
衛
直
則

権
右
衛
門

松棟

山

善
之
丞

嘉
兵
衛
I

l

-

-

方

居合印可十二用之次第(2)伝系の部分 と日付。朱印・花押はない。写真側



112 

解
説ー

、
「
十

に
は
形
を
一
不
す
人
物
画
は
な
く
、

既
出
、

九

グ〉

lま

刀
法

グ〉

⑨多
柄2/、
j墨C。

@ 

尻Eの
投3名
称
⑦で
替安は
d、作アp

創~ < 

e 

語
、
居
合
印
可
五
ヶ
之
次
第

巻
子
本

本
資
料
竹
は
先
が
欠
損
の
た
め

の
よ
う
な
器
え
書
き
が
あ
る
。

て
い
る
。

標
題
不
詳
。
表
に
網
棚
字
で
次

人
物
留
に
よ
っ
て
形
を
示
し

取
と
如
此
上

月
五
百
棟
方
氏

5
伊
兵
衛
へ

写」
震
合
印
可

五
ヶ
之
次
第
」

の
動
き
を
同
凶
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
林
崎
流
居
合
指

一
様
之
刀
剣
名
之
事
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
ゆ
き
お
れ
V

〈
っ
き
か
げ
)
(
お
電

す
な
わ
ち

φ
曾
打
、
②
月
影
、
金
沢

〈
く
ら
い
あ
わ
せ
V

〈
こ
え
〉
〈
ぬ
き
)

。

位

合

、

命

声

の

抜

の

J¥ 

「
刀
剣
名
之
事
」
と

〈
ず
ち
ょ
う
)

④
頭
丁
、

グ〉

で
あ
る
c



記 4をJ本
総イ車場

内
4i 111 
J攻i丸

人少

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
秘
術
唯
授
一
人

目
録

五

ヶ

次

第

写
真
側

懸
身

待
身

右
銅

左
銅
写
真
側

与す
バ
ダ

聾
抜

I I 0 
品 天

日月 事
神 L

林
崎
甚

進

写
真
側

重
信

田
宮
平
兵
衛
照
常

長
野
無
楽
斎
檀
露

¥ 

一
宮
左
太
夫
照
信

113 

谷
小
左
衛
門
季
正

可

a朝司降 〆

写真(79) 居合印可五ヶ之次第(1)r懸身」



1 

写真側居合印可五ヶ之次第(2) 左飼」

写真。1) 居合印可五ヶ之次第(3)伝系の部分。 日付に元号を記載していない。

114 

'-.-" . 



「
l

常
井
喜
兵
衛
直
則

八
月
五
日

日
、
居
合
印
可
切
刃
之
次
第

七
戸

松棟

権

右

衛

門

|

|

山

善
之
丞

方

嘉

兵

衛

|

|

|

巻
子
本

本
資
料
は
先
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
ま
た
虫
害
が

大
き
い
。
人
物
画
で
形
を
示
し
て
い
る
が
、
虫
害
の
た
め

分
明
な
ら
ず
。

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
秘
術
唯
授

一
人

目
録

切
用
品
次
第
写
真
胸

115 

第

居合印可切実正之次第(1)写真側



第

116 

第第
四
写真
側

第
五

第
六

第
七

| 

ι 天

日月 享
神 L

林
崎
甚

田
富
平
兵
衛
照
常
重
信

(穫
露
)

長
野
無
楽
斎
口
口

常 一
宮
左
太
夫
照
信

喜
兵
衛

七
戸

棟

八
月
五
日

井
権
右
衛
門

方

ラ4ck 
，
F
A
W
 

'，，; そ珊酬 f

居合印可切淳之次第(2)写真鯛



口
、
居
合
印
可
合
口
之
次
第

本
資
料
は
先
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
秘
術
唯
授
一
人

目
録

合
口
次
第
写
真
一例

雲
入

洞
入

押
入

逢
無
抜

手
離
入
抜
写真
側

117 

| 

ι 天

釦早
神 L

林
崎
甚

巻
子
本

田
宮
平
兵
衛
照
常
ー
ー
」

重
信

居合印可合口之次第(1)写真刷)
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八
月
五
日

問
、
居
合
印
可
高
上
極
位
之
巻

長
野
無
楽
斎
檀
露

一
宮
左
太
夫
照
信

谷
小
左
衛
門
季
正

常
井
喜
兵
衛
直
則

七
戸

権
右
衛
門

松

山

善
之
丞

棟

方

嘉
兵
衛
ー
ー
ー

巻
子
本

本
資
料
も
破
損
が
大
き
く
、
初
め
の
部
分
は
判
読
困
難

で
あ
る
。
他
の
資
料
か
ら
推
し
て
、
内
容
を
「
高
上
極
位

之
巻
」
と
す
る
。

高
上
極
位
之
巻
写
真
鯛

抑
此
兵
術
者
自
己
黙
然
而

無
進
莫
退
左
右
又
如
斯

居合印可合口之巻(2)写真側



唯
是
逢
源
到
銀
匁
上
走

氷
陵
上
於
生
死
岸
頭
得
大

自
在
向
六
道
四
生
空
古
人
云

世
間
空
々
無
悌
性
空
々

真
按
之
右
之
兵
術
也

千
金
莫
侍
可
秘
々
々

唯
授
一
人

一
万

寓
事
抜

119 

居合印可高上極位之巻写真(86)



120 

正
徳
五二
乙七
未 ー
五

八
月
五
日

問
、
居
合
許
印
可
心
持
之
事

「
l
林
崎
甚
助

写真
側

重
信

田
宮
平
兵
衛
照
常

長
野
無
楽
斎
檀
露

一
宮
左
太
夫
照
信

谷
小
左
衛
門
季
正

常
井
喜
兵
衛
直
則

七
戸

権
右
衛
門

松

善
之
丞

UJ 

棟
方

嘉
兵
衛
尉
|
|
|

巻
子
本

本
資
料
は
先
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
内
題
を
も

っ

て
標
題
と
し
た
。

居
合
許
印
可
心
持
之
事
写
真側

居合印可高上極位之巻(2)伝系の部分。元号が「正徳 5乙未 8月5日」となっ

ている。

写真鯛



向表
之
次
第
付
太
万
数
之
次
第

一
、
押
立

五
、
幕
越

一
、
開
抜

五
、
向
足

一
、
突
入

五
、
臥
足

一
、
頂
上

二
、
押
抜

六
、
胸
万

左
身
之
次
第

二
、
左
足

右
身
之
次
第

二
、
抜
詰

許
外
物
之
次
第

一
、
切
先
返
ヵ
ケ
有
左
右
共
ニ

三
、
防
身

七
、
頭
上

太
万
数
之
次
第

三
、
鞭
結

太
万
数
之
次
第

三
、
手
取
抜

121 

一
、
二
方
詰
一都
四
ツ

許
之
内
也

四
、
除
身

四
、
肢
去
抜

四
、
柄
取

居合許印可'L、持之事{1)写真側



左
身
之
中
ニ
付

122 

一
、
打
留

一
、
切
留

一
、
山
越

右
身
之
中
ニ
付

一
、
柄
取

一
、
逆
手

一
、
左
向
共

印
可
之
太
万
数
之
次
第

一
、
左
行
合
立
合

一
、
右
行
合

一
、
走
通

大
脇
指
太
万
数
之
次
第

一
、
向
二
ツ

一
、
右
三
ツ

一
、
左
ノ
ヒ
ザ
一
一
付
一
ツ

一
、
立
合
二
ツ

一
、
右
同
一
ツ

一
、
左
小
脇
指
右
心
持
一
ツ

一
、
柄
取
色
一
一
付
而
数
多

下
緒
之
大
事

目
付
高
事
一
一
渡
ル

心
持
三
段
用
之
事



、
サ
ク
事

一
、
ノ
ル

、
イ
キ
ル
事

ツ
ヨ

一
、
ウ
ツ
ル

ス

拍
子
用
之
事

カ
ノし

イ
拍
子

二L

ウ

、
殺
活
ノ
二
ツ

サ
ク
モ
有

ノ
ス
ル

イ
カ
ス
モ
有

ツ
ヨ
ミ
イ
タ
ス
モ
有

ワ
カ
レ
サ
ス
ル
モ
有

ウ
ツ
ス

ス
?
ス
モ
有

人
ノ
拍
子
力

dし、

"3 

dし、

カ
マ
イ
ノ
中
ヨ
リ
カ
マ
イ
ヲ
ス
ク
ル

、
キ
レ
イ
ノ
ハ
タ
ヰ

123 

ツ
ヨ
キ
拍
子

、
シ
タ
ウ
拍
子

一
、
ア
ト
拍
子



一
、
ヲ
モ
イ
拍
子

124 

悪
三
段
之
事

一
、
ナ
マ
リ
ケ

悪
心
持
之
事

一
、
カ
マ
イ
ヲ
ス
ク
事

是
皆
悪
事
可
秘
々
々

許

一
、
高
事
抜
ハ
太
万
取

一
、
有
無
上
正
銅

一
、
無
位
一
万

十
二
用
写真側

一
、
ウ
ク
拍
子

一
、
サ
ヒ
ケ

一
、
大
拍
子

一
、
ケ
ナ
ゲ
ナ
ハ
タ
ヱ
之
事

一
、
万
事
ヲ
ト
ナ
レ
ハ
拍
子
一
一
付
ヌ
ク

一
、
無
字
鉄
貫
干
高
重
離
透
此
字

徹
那
遁

一
合
訓
H
J
J
柄
、
一
、虫
、Jι
;

~

2

4
1
J伝
ず

』
司
'
(
'川
副
市

議
v

一
品
客
鉄
賀
・
イ
る
す
積
込
J

山手

…

針
W
J
円，治
一
ιケ
ポ

7

一
巻
ダ
ム
待
υ

身
/・
ι
后
剣
ぎ
片
側
い一

ん
ム々
y
校&い
す
、
内
必

一
伝
達
'
-
考
乏

r
Z多

J
一一広
諸
説
九

三えノ
5
A
J給
。
ぢ
止

μ
fi
一.

紛
U
也
、何
万
有

一
人
民
一
が
め

A
N入
門

玄

人引
い

f

A

n

川
ヘ
ァ
r
茅
切
削
3
4
u
議
一

Jm
私

ナ
干
品
酵
さ
下
d

v

4革
n

J

尼僧ふ
キ
免

n 
~c"'- -

J
Mグ
p
t
存立
μ炉
、

，
一P
M
争
ふ
ろ
us

'へ2
K
Mベ利
J
V￥
んも

写真側 居合許印可心持之事(2) 本資料を「居合手鏡」としている。最後に本資

料についての経緯と日付「正徳5乙未年 8月5日」また「浅利伊兵衛手書」

とある。



五
ヶ
次
第

一
、
懸
身

二
、
待
身

一
一
一
、
右
銀

四
、
左
鍍

聾
抜

印
可
外
物

問
、
懸
輯
艇

逆
手

胸
万

wむ

縄
万
色
一
一
付
七
ツ
有

、
大
山
風

一
、
押
入

一
、
混
入

一
、
四
方
詰

、
窃
部
品

、
手
離
抜

右
常
井
喜
兵
痛
か
'o
七
戸
権
右
衛
門
方
へ
写
取
候
融

松
山
善
之
恭
一
江
相
捜
ワ
夫

5
諌
方
嘉
兵
衛
江
相
博

125 

夫

5
法
科
伊
丘
八
緒
方
江
令
桔
博
者
也



126 

日

解
説

14 

グ〉

の
巻
物
と
思
わ
れ
る
の
が

次
の
六
巻
で
あ
る
。

1 

司

日
、
居
合
印
可
五
ヶ
之
次
第

ノL

日

日
、
居
合
印
耳
窃
淳
之
次
第

八
月
五

5

口
、
岩
合
印
可
口
之
次
第

入
耳
五
日

18 

正

日

19 

日

事

W

J

ω

J

h

u

d

ナ
J

ナ
J
Z
Z
L
'
i

は

あ
て

は
な
く

と
な
っ
て
い
る
。

2
、
日
「
居
合
印
可
五
ヶ
之
次
第
」
、

日
出
「
居
合
印
可
坊
淳
之
次
第
」
、

17 

日

グ〉

カf

日
しω

と
の
み
記
載
さ
れ
「
一
克
号
」
が
入
っ
て
い
な
い
。
何
れ
も
同
じ
書
体
で
あ
る
の
で
浅
利
伊
兵
衛
が
書
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

カf

か

か
不
分
明
で
あ
る
。
「
l
l
l
之
次
第
」
と
い
う
表
現
形
式
か
ら
推
し
て
「
享
保
元
年
」
と
も

る

し1
0 



あ

カず

き

と

意
回
流
棒
の
伝
書
は
、

ま
え
が
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

い
わ
ば
津
軽
弘
前
藩
の
原
本
と
も
い
う
べ
き
伝
書
で
あ
る
。

1 

2
、
3
の

が
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
へ
授
』
h

了
し
た

の
地
の

グ〉

い
っ
て
よ
い
。

す
べ
て
こ
の
コ

1 

2

3

の
伝
幸
一
時
の
註
付
が

六
八

O
〉
九
丹
十
五
日
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
浅
利
伊
兵
織
が
富
開
半
共
膏
よ

を
授
与
さ
れ
た
司
と
同
じ
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
富
田
流
太
万
の
印

り
「
室
田
流
太
刀
嫡
錦
之
巻
L

と
っ
書
留
流
太
刀
印
可
之
巻

可
と
鴬
間
流
棒
の
印
可
を
同
時
に
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

林
崎
新
夢
想
流
居
合
の

一七

て
体
系
を
整
瑚
し
た
形
の

4
1
M
M
の
伝
書
と
大
別
し
て
二
通
り
あ
る
。

グヲ

棟
方
嘉
兵
衛
か
ら
の
缶
授
は
「
書
物
ば
か
り

入

臼
、
捜
方
講
丘
ハ
毎
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
に
渡

た
立

l
mげ
の
伝
書
と

で
、
実
際
の
街
技
に
関
し
て
の
伝
授
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

っ
延
宝
八
年
(
一
六
八

O
)
」

流
太
万
の
印
可
を
受
付

術
技
は
、
す
で
に
浅
利
伊
兵
需
の
方
が
数
段
上
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
浅
利
静
兵
衛
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

グ〉

居
合
に
つ
い
て
も
っ
均
禄
夢
懇
居
合
懇
意
之
巻
」

募
り
、
尤
も
人
柄
然
る
べ
き
人
鉢
え
伝
授
す
べ
き
も
の
な
り
」

い
て
か
ら
三
十
五
年
も
経
過
し
て
様
方
嘉
兵
衛
か
ら

制
約
伊
兵
衛
の

心
技
と
も
に
ま
す
ま
す
円
熟
の
域

り
按
与
さ
れ
た
ロ

l
m
m
の
伝
書
の

iま

127 

の
流
れ
を
証
し
て
い
る
。

な
ど
に
も
あ
る
よ
う
に
藩
中
随

っ
た
し
、

六
八

O
V九
月

で
書
き
、
「
弟
子
中
執
行
(
修
業
鍛
練
)

の
程
が
伺
え
る
よ
う
な
添
え
書
き
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

か
り
の
侍
授
」
受
け
る
こ
と
に
な
る
が

グ〉

間

て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
浅
科
伊
兵
衛
は
、
捜
方
嘉
兵
衛
よ

一
戸
権
右
衛
門
i
松
山
善
之
丞
i
棟
方
嘉
兵
籍
!
浅
利
静
兵
識
と
書
き
、

し
か
し

4
i
m
の

の
訟
系
H

い
は
、
常
井
車
問
共
衛

l
法
科
伊
兵
衛
と
し
、
術
技
に
関
し
て
常
井
喜
兵
衛
よ
り
の
直
伝
で
み
る
こ
と



128 

を
明
確
に
し
て
い
る
。
伝
書
の
内
容
も
心
技
の
上
達
・
習
熟
の
程
度
に
応
じ
て
体
系
的
に
整
え
た
c

こ
れ
は
浅
科
伊
兵
俸
の

者
で
あ
っ
た
こ
と
の
一

て
い
る
。
心
技
の

十
ノ
み
品
、

理
論
と
実
技
に
漉
し
て
い
な
け
れ
ば
容
易
に
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
浅
利
伊
兵
衛
に
し
て
始
め
て
出
来
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
以
後
、
法
科
伊
兵
衛
が
掠
系
づ
け
た

4
1刊
の
訟

津
軽
弘
前
藩
に
お
け
る
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の
訟
書
の
謀
本
と
を
っ
た
。

従
来
グ〉、収

学i話
者SJ

叩
}
、
「

の
)
弟
子
浅
利
伊
兵
籍
均
禄
、

(
衛
技
の
こ
と
)

に
悉
く
備
わ
り
即
ち
師
範
す
。

(
岩
合
を
移
行
す
る
者
)

以

均
禄
伝

を
不
出
」
と
あ
る
が
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
林
埼
新
夢
想
流
居
合
の
伝
書
に
仏
教
語
の
多
い
の

つ
困
惑
し
た
。
す
べ
て
難
解
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

み
た
が
的
を
は
ず
し
て
い
る
簡
所
が
あ
る

で
あ
る
。

ご
叱

3
p
l
h
E
 

iv
式
d

し

0
・
二
二
〉



'/:UW) ，市IliiAけ辛」七より「常lIi流俸 は録ー二 はえ之11H!、15ii川i，;kt車川録二一l
" 1~之 / 1 鈴 ) 、 ! ?Y;川流俸極意巻三ー向さ干')16 ， 5cm っ



写真(2) 嘗田流棒目録一(表之目録) r打揚」

写真(3) 富田流棒目録ー(表之目録) r袖下」

写真(4) 吉田流棒目録一(表之目録こびん流シ」



写真(5) 吉田流棒目録ー(表之目録) ，-芝返シ」

写真(6) 吉田流棒目録ー(表之目録) ，-肘流シ」



写真(8)a '1.";四半兵衛尉古正の朱印と1H甲。
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nE 
写真(9) 嘗回流棒目録二(表之目録) rゑり巻」

写真(10) 富田流棒目録二(表之目録) r小手流シ」

ネ
t妥

♂ぅ二均等芳子一
…¥ん

. 比例乱 、元」。よ

JiLJJ1 
写真(11) 常田流棒目録二(表之目録) r車返シ」



一一一一」一一一一一一一 一一一一
写真ω嘗回流棒目録二(表之目録) r五月雨」

写真(13) 富田流棒目録二 (表之目録)r小手掛」
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写真(16) 笛田流棒極意巻三(極意之巻) r実之棒」

写真(17) 首回流棒極意巻三(極意之巻) r忍之棒」

写真(18) 首回流棒極意巻三(極意之巻とんぼうかへし」



写真(19) 富田流棒極意巻三(極意之巻) r飛乱」

一、ゑ

rhy 可)、 ¥

門
写真。。 嘗回流棒極意巻三(極意之巻) r惣まくり」

写真。1) 嘗回流棒極意巻三(極意之巻)半棒之大事「白刃取」



営

写真。2) 嘗回流棒極意巻三 (極意之巻)鑓官之大事 「打留」

多

写真仰 富田流棒極意巻三 (極意之巻)鑓留之大事「捨留」

写真側 吉田流棒極意巻三(極意之巻)鑓留之大事ー大車」



写真。0) 林崎新夢想流肘一合の巻子本。右より「居合向次第 J I屑合右身之次第二」

「居合左身之次第三JI居合外物次第四JI屑合外物次第五屑合秘歌之

巻六J I極意相博之巻だJ禄夢想居合極怠之巻」
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写真(37) 向次第一「除身」

ゑ

写真側向次第一「幕越」

勝
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写真側向次第一 「胸万」

付
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ぺ¥十

写真。。 向次第一「押立」
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写真仰向次第一 「押抜」
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写真倒向次第一「防身」
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写真側右身之次第二「手取抜」

争~

写真倒右身之次第二「柄取」

¥ 
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写真側右身之次第二「臥足」

飼
ょ

写真仰) 向次第一「頭上」
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写真似)右身之次第二「突入」
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後

写真附右身之次第二「抜詰」



払
材ム

写真(50) 左身之次第三 「肢去抜」

11とす

l勾
ん

写真(51) 左身之次第三 「向足」

事~
写真側外物次第四「取違」

ゑ
込

/ 
〆

思

写真間左身之次第三「開抜」

/ 

fJ12 

九
え

写真側左身之次第三 「左足」

/ 

殺
体

写真仰) 左身之次第三 「鞭結d
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手

写真岡外物次第四 「逆手」

¥ 
¥ 

~ 

写真側外物次第四「胸万」

従 F

空

写真側外物次第四「逆頭上J

¥
¥
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写真附外物次第四 「寄足」

@

一

色
写真(54) 外物次第四 「寄身J

事多T

経
仏
関
以
外

写真岡外物次第四「懸鯖艇J
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頒
よ

外
め
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6
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写真側外物次第五「頂上」

mι
仰込

写真側外物次第五「切先廻」

~ 

'fe衿

写真(61) 外物次第五 「二方詰」


